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dbs enable
Dynamic Subscriber Bandwidth Selection（DBS）QoSパラメータを適用するには、該当するコン
フィギュレーションモードで dbs enableコマンドを使用します。DBS QoSパラメータを削除
するには、このコマンドの no形式を使用します。

dbs enable [{aggregated|maximum}]
no dbs enable

構文の説明 （任意）仮想回線（VC）で実行されているセッションのDBS値のサマリーを指定
します。

aggregated

（任意）VCで実行されているセッションの最大 DBS値を指定します。maximum

コマンドデフォルト DBS QoSパラメータは適用されません。

コマンドモード
ATM VCクラスコンフィギュレーション（config-vc-class）
ATM VCコンフィギュレーション（config-if-atm-vc）
ATM PVC範囲コンフィギュレーション（config-if-atm-range）
ATM PVC-in-rangeコンフィギュレーション（cfg-if-atm-range-pvc）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.2(4)B

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(13)Tに統合されました。12.2(13)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが Cisco ASR 1000シリーズルータに実装されました。Cisco IOS XE Release
2.5

使用上のガイドライン 任意のコンフィギュレーションモードで設定されたnodbs enableコマンドは、任意のコンフィ
ギュレーションモードで設定された dbs enableコマンドを上書きします。dbs enableコマンド
と no dbs enableコマンドはいずれも実行コンフィギュレーションに保存され、設定されると
show running-configコマンドの出力に示されます。default dbs enableコマンドは、設定されて
いる場合 show running-configコマンドの出力に示されません。
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dbs enableまたは no dbs enableコマンドを入力すると、既存のセッションは切断されません。
DBSに対応して設定されているセッションがある場合に VCで no dbs enableコマンドを設定
すると、設定される追加のセッションでは、最初の新しいセッションが UPになるまで、DBS
により設定される QoS値が表示されます。最初のセッションが UPになると、VCにはデフォ
ルト値がローカルで設定されます。VCで複数のセッションがすでに UPになっている場合、
dbs enableコマンドを設定すると、そのVCのすべてのセッションにDBSQoSパラメータが含
まれます。

RADIUS QoS属性が PVCに適用されるのは、新しい PPP over Ethernet（PPPoE）セッションの
ピークセルレート（PCR）値および平均セルレート（SCR）値が、既存の PPPoEセッション
よりも大きい場合です。PVCに追加される新しい PPPoEセッションの PCR値と SCR値が低い
場合は、RADIUS QoS属性は新しいセッションに適用されません。PCRまたは SCR値が大き
い PPPoEセッションのユーザがログアウトすると、QoS属性は、低い帯域幅ユーザの QoS属
性に設定されます。

RADIUS QoS属性は、ATM PVC-in-rangeまたは ATM PVC範囲コンフィギュレーションモー
ドで設定されている PVCの属性を上書きします。RADIUS QoS属性を PVCに適用できない場
合、PPPoEセッションと PPPoAセッションを確立できません。

DBSの設定時には、標準 ATMの優先ルールが適用されます。PVC設定は、VCクラス設定よ
りも優先されます。したがって、DBS QoSパラメータがVCクラスに適用され、そのVCクラ
スの 1つの PVCで無効にされると、その DBS QoSパラメータはその PVCには適用されませ
ん。ATM PVC-in-range設定は、PVC範囲設定よりも優先されます。

PVCでDBSを設定すると、その PVCの既存のセッションは引き続き接続されたままになりま
す。

例 次に、ATM VCクラスコンフィギュレーションモードで DBSを設定する例を示しま
す。

vc-class atm pppoe
dbs enable

次に、ATM VCコンフィギュレーションモードで DBSを設定する例を示します。

interface atm0/0/0.5 point-to-point
ip address 10.0.0.0 255.255.255.0
pvc 0/100
dbs enable
protocol pppoe

次に、ATM PVC範囲コンフィギュレーションモードで DBSを設定する例を示しま
す。

interface atm0/0/0.1 multipoint
ip address 10.0.0.0 255.255.255.0
range pvc 0/50 0/70
dbs enable

次に、ATM PVC-in-rangeコンフィギュレーションモードで DBSを設定する例を示し
ます。
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interface atm0/0/0.1 multipoint
range pvc 0/50 0/70
pvc-in-range 60
dbs enable

関連コマンド 説明コマンド

（Command）

ATM PVCに名前を作成するか割り当て、ATM PVCのカプセル化タイ
プを指定するか、または interface-ATM-VCコンフィギュレーション
モードに入ります。

pvc

PVC範囲内の個々の PVCを設定します。pvc-in-range

ATM PVCの範囲を定義します。rangepvc

DBS QoSパラメータが適用されるすべての ATM PVCを表示します。showatmpvcdbs

ATM VCまたはインターフェイスの VCクラスを設定します。vc-classatm
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default-name
エミュレート LAN名に明示的にバインドされていないクライアントMACアドレスまたはク
ライアント ATMアドレスのためのエミュレート LAN名を、コンフィギュレーションサーバ
のデータベースに提供するには、データベースコンフィギュレーションモードでdefault-name
コマンドを使用します。デフォルト名を削除するには、このコマンドのno形式を使用します。

default-name elan-name
no default-name

構文の説明 エミュレート LAN名に明示的にバインドされていない LANエミュレーション
（LANE）クライアントMACアドレスまたは LANEクライアント ATMアドレス
の、デフォルトエミュレート LAN名。最大長は 32文字です。

elan-name

コマンドデフォルト 名前は提供されていません。

コマンドモード
データベースの設定

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドは、コンフィギュレーションサーバデータベースのバインドだけに影響します。

LANEコンポーネント自体には影響しません。

このコマンドを使用する前に、指定するエミュレート LANがすでにコンフィギュレーション
サーバのデータベースに存在している必要があります。デフォルト名からエミュレート LAN
名へのバインドがすでに存在する場合は、新しいバインドに置き換わります。

default-nameコマンドは、lane databaseグローバルコンフィギュレーションコマンドのサブ
コマンドです。

例 次に、manという名前のエミュレートトークンリングLANをデフォルトのエミュレー
トLANとして指定する例を示します。制限されているエミュレートLANがないため、
クライアントは各自が要求するエミュレートLANに割り当てられます。特定のエミュ
レートLANを要求しないクライアントは、指定されるエミュレートLAN（man）に割
り当てられます。

D～ L
6

D～ L
default-name



lane database example2
name eng server-atm-address 39.000001415555121101020304.0800.200c.1001.02
name eng local-seg-id 1000
name man server-atm-address 39.000001415555121101020304.0800.200c.1001.01
name man local-seg-id 2000
name mkt server-atm-address 39.000001415555121101020304.0800.200c.4001.01
name mkt local-seg-id 3000
default-name man

関連コマンド DescriptionCommand

LANEクライアントアドレスエントリをコンフィギュレーション
サーバの構成データベースに追加します。

client-atm-addressname

コンフィギュレーションサーバと関連付けることができる名前付き

構成データベースを作成します。

lanedatabase

CiscoトークンリングのMACレイヤアドレスを設定します。mac-address

コンフィギュレーションサーバの構成データベースにある ELAN用
の LANEサーバの ATMアドレスを指定または置き換えます。

nameserver-atm-address
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dxi map
プロトコルアドレスを特定の仮想パス識別子（VPI）と仮想チャネル識別子（VCI）にマップ
するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで dxi mapコマンドを使用しま
す。そのプロトコルとプロトコルアドレスのマッピングを削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

dxi map protocol protocol-address vpi vci [broadcast]
no dxi map protocol protocol-address

構文の説明 次のブリッジングキーワードまたはプロトコルキーワードのいずれか：

appletalk、bridge、clns、decnet、ip、または novell
プロトコル

プロトコル固有のアドレス。protocol-address

仮想パス識別子。範囲は 0～ 15です。vpi

仮想回線識別子。範囲は 0～ 63です。vci

（任意）ブロードキャストの転送先アドレス。broadcast

コマンドデフォルト マップ定義が設定されていません。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。10.3

Apollo Domain、Banyan VINES、および Xerox Network Systemsが Cisco IOSソフ
トウェアでサポートされなくなったため、apollo、vines、および xns引数は削除
されました。

12.2(13)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドは、ルータがATMデータサービスユニット（ADSU）を介してATMネットワー
クと通信する構成で使用されます。ATM相手先固定接続（PVC）の回線識別子パラメータ（VPI
および VCI）を指定すると、ルータと ADSU間の通信に使用される DXIフレームアドレス
（DFA）がルータにより計算および使用されます。
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dxi mapコマンドは、ATM-DXIカプセル化のために設定されているHSSIまたはシリアルイン
ターフェイスでのみ使用できます。

例 次に、IPアドレスが172.21.170.49のホストを対象とするすべての IPパケットを、ADSU
により VPIが 2（バイナリ 0000 0010）、VCIが 46（バイナリ 0000 0000 0010 1110）で
識別される ATMセルに変換する例を示します。

interface serial 0
dxi map ip 172.21.170.49 2 46 broadcast

『ATM DXI Specification』の「Annex A」で定義されているマッピングを使用する場
合、ルータはこの例のVPIとVCIの情報を使用してDFA 558（バイナリ 1000101110）
を計算します。ADSUはATMセルの形成時に、着信フレームのDFAを使用して、VPI
および VCI情報を抽出します。

関連コマンド DescriptionCommand

マルチプロトコルまたはシングルプロトコル ATM-DXIカプセル化を設
定します。

dxipvc

ATM-DXIのカプセル化を有効化します。encapsulationatm-dxi
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dxi pvc
マルチプロトコルまたはシングルプロトコルの ATM-Data Exchange Interface（DXI）カプセル
化を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで dxi pvcコマンドを使
用します。マルチプロトコル ATM-DXIのカプセル化を無効にするには、このコマンドの no
形式を使用します。

dxi pvc vpi vci [{snap|nlpid|mux}]
no dxi pvc vpi vci [{snap|nlpid|mux}]

構文の説明 この相手先固定接続（PVC）のATMネットワーク仮想パス識別子（VPI）。範囲は 0～
15です。VPIは、ATM DXIフレームのヘッダー内の 4ビットフィールドです。VPI値
はローカルにだけ意味があるため、単一のインターフェイス上でだけ一意であり、ATM
ネットワーク全体では一意ではありません。

vpiと vciの両方に 0を指定することはできません。一方を 0に設定した場合、もう一方
は 0に設定できません。

vpi

この PVCの ATMネットワーク仮想チャネル識別子（VCI）。範囲は 0～ 63です。VCI
は、ATM DXIフレームのヘッダーの 6ビットフィールドです。VCI値はローカルにだ
け意味があるため、単一のインターフェイス上でだけ一意であり、ATMネットワーク
全体では一意ではありません。

vpiと vciの両方に 0を指定することはできません。一方を 0に設定した場合、もう一方
は 0に設定できません。

vci

（任意）パケットで使用されているプロトコルに基づく LLC/SNAPカプセル化。この
キーワードは、複数のネットワークプロトコルを伝送できる PVCを定義します。これ
がデフォルトです。

snap

（任意）RFC 1294/1490カプセル化。このオプションは、Cisco IOSソフトウェアの旧
バージョンのデフォルトカプセル化との後方互換性を維持するために提供されていま

す。

nlpid

（オプション）MUXカプセル化。伝送されるプロトコルは、PVCのセットアップ時に
dxi mapコマンドで定義されます。このキーワードは、1つのネットワークプロトコル
だけを伝送する PVCを定義します。

mux

コマンドデフォルト LLC/SNAPカプセル化

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。10.3
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変更箇所リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドは、ATM-DXIカプセル化で設定されているシリアルインターフェイスまたは
HSSIでのみ使用できます。

Cisco IOSリリース 10.3以前のソフトウェアリリースにデフォルトのカプセル化を使用する場
合は、nlpidオプションを選択します。

例 シリアルインターフェイス 1に ATM-DXI MUXカプセル化を設定する例を次に示し
ます。VPIが 10、VCIが 10で識別される PVCは、1つのプロトコルを伝送します。
この PVCで伝送するプロトコルは、dxi mapコマンドにより定義されます。

interface serial 1
dxi pvc 10 10 mux
dxi map ip 172.21.176.45 10 10 broadcast

次に、シリアルインターフェイス 1で ATM-DXI NLPIDカプセル化を設定する例を示
します。VPIが 11、VCIが 12で識別される PVCは、RFC 1294/1490で説明されるヘッ
ダーを使用してカプセル化されたマルチプロトコルトラフィックを伝送できます。

interface serial 1
dxi pvc 11 12 nlpid

関連コマンド DescriptionCommand

指定したVPIとVCIにプロトコルアドレスをマップします。class-int

ATM-DXIのカプセル化を有効化します。encapsulationatm-dxi

シリアルインターフェイスの PVC統計情報を表示します。showdxipvc
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encapsulation（ATM）
ATM仮想回線（VC）、VCクラス、VC、バンドル、または相手先固定接続（PVC）範囲のカ
プセル化タイプと ATMアダプテーション層（AAL）を設定するには、該当するモードで
encapsulationコマンドを使用します。カプセル化タイプを削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

encapsulation{aal2 | aal5auto | aal5autoppp virtual-template template-number | aal5ciscoppp
virtual-template template-number aa5mux protocol | aal5nlpid |
aal5snap}[{group{globalgroup-name}}]
no encapsulation{aal2 | aal5auto | aal5autoppp virtual-template temlpate-number | aal5ciscoppp
virtual-template template-number aa5mux protocol | aal5nlpid |
aal5snap}[{group{globalgroup-name}}]

構文の説明 AAL2 Voice over ATM専用 PVCのAALとカプセル化タイプを指定します。aal2

PPP over ATM（PPPoA）相手先選択接続（SVC）のAALとカプセル化タイ
プを指定します。カプセル化オプション aal5snapまたは aal5muxを使用す
るには、ATM SVCを有効にします。

aal5auto

PPPoA/PPPoEの自動検知を有効にします。PPPoA/PPPoEの自動検知を有効
にすると、ルータが、着信する PPPoAセッションと PPP over Ethernet
（PPPoE）セッションとを区別し、要求に応じて両方の PPPタイプの仮想
アクセスを確立します。

aal5autoppp

仮想テンプレートを識別する番号を指定します。virtual-template
template-number

Cisco PPP over ATMの AALとカプセル化タイプを指定します。キーワード
は ATM PVCでのみサポートされます。

aal5ciscoppp

多重化（MUX）タイプVCのAALおよびカプセル化タイプを指定します。
このプロトコルは、このカプセル化タイプを使用するときに指定する必要

があります。

aal5mux
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多重化（MUX）カプセル化 VCが使用するプロトコルのタイプ。protocol
引数の有効な値は次のとおりです。

• appletalk：AppleTalkプロトコル。

• bridgeieee8023：イーサネット LANプロトコル。

• decnet：DECnetプロトコル。

• frame-relay：Cisco MC3810上のフレームリレー/ATMネットワークイ
ンターワーキング（FRF.5）。

• fr-atm-srv：CiscoMC3810上のフレームリレー/ATMサービスインター
ワーキング（FRF.8）。

• ip--IP protocol.

• ipx：Internet Packet Exchange (IPX)プロトコル。

• pppvirtual-template number：Internet Engineering Task Force（IETF）準拠
の PPP over ATM。virtual-template numberオプションを使用して仮想
テンプレートを指定します。キーワードは ATM PVCでのみサポート
されます。

• pppoe：PPP over Ethernet。

• voice：Voice over ATM。

プロトコル

ATMインターフェイスで ATMデータサービスユニット（ADSU）を使用
し、ATMデータ交換インターフェイス（DXI）を実行するHigh-SpeedSerial
Interface（HSSI）との相互運用を可能にする AALとカプセル化タイプを指
定します。キーワードは ATM PVCでのみサポートされます。

aal5nlpid

逆アドレス解決プロトコル（ARP）をサポートするAALとカプセル化タイ
プを指定します。論理リンク制御/サブネットワークアクセスプロトコル
（LLC/SNAP）がプロトコルデータグラムに優先されます。

aal5snap

（任意）このインターフェイス上の PPPoEセッションで PPPoEプロファイ
ルが使用されるように指定します。

group

（任意）このインターフェイス上の PPPoEセッションでグローバル PPPoE
プロファイルが使用されるように指定します。

global

（任意）このインターフェイス上の PPPoEセッションで使用される PPPoE
プロファイルの名前。

group-name

コマンドデフォルト グローバルデフォルトのカプセル化オプションは aal5snapです。その他のデフォルトの特性
については、「使用上のガイドライン」を参照してください。
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コマンドモード
ATM VCコンフィギュレーション（ATM PVCまたは SVCの場合）
バンドルコンフィギュレーション（VCバンドルの場合）
PVC範囲コンフィギュレーション（ATM PVC範囲の場合）
PVC-in-rangeコンフィギュレーション（PVC範囲内の個別の PVCの場合）
VC-classコンフィギュレーション（VCクラスの場合）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3T

このコマンドが、ATM VCバンドル用のカプセル化設定を提供する
ように拡張されました。aal5muxframeおよび aal5muxvoiceキーワー
ドが Cisco MC3810シリーズルータに追加されました。

12.0(3)T

aal5muxvoiceオプションのサポートが Cisco 3600シリーズルータに
追加されました。

12.0(7)XK

aal5muxfr-atm-srvオプションがCiscoMC3810ルータに追加されまし
た。aal5muxframeオプションが aal5muxframe-relayに変更されまし
た。

12.0(7)T

aal2オプションのサポートが Cisco MC3810ルータに追加されまし
た。

12.1(1)XA

PPP over ATM SVCカプセル化設定を提供するために aal5autoオプ
ションが追加されました。

12.1(3)T

aal2オプションのサポートが Cisco AS5300アクセスルータおよび
Cisco 3600マルチサービスプラットフォームに追加されました。

12.1(5)XM

aal5ciscopppオプション、aal5muxオプション、およびaal5snapオプ
ションが、PVC範囲コンフィギュレーションモードおよび
PVC-in-rangeコンフィギュレーションモードで使用可能になりまし
た。

12.1(5)T

aal5autopppオプションが Cisco 6400ユニバーサルアクセスコンセ
ントレータに追加されました。

12.1(1)DC1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(2)Tに統合されました。12.2(2)T

aal5autopppコマンドが Cisco IOSリリース 12.2(4)Tに統合されまし
た。

12.2(4)T

Apollo Domain、BanyanVINES、およびXeroxNetwork SystemsがCisco
IOSソフトウェアではサポートされなくなったため、protocol引数の
オプションとしての apollo、vines、および xnsの値が削除されまし
た。

12.2(13)T

D～ L
14

D～ L

encapsulation（ATM）



変更箇所リリース

groupオプションが追加されました。12.2(15)T

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.3(7)XI3に統合されました。12.3(7)XI3

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

pppoeオプションと bridgeieee8023オプションが追加されました。12.4(11)XW

このコマンドが Cisco ASR 1000シリーズルータに実装されました。Cisco IOS XE Release
2.5

encapsulation aal5snapオプションがCisco ASR 903アグリゲーション
サービスルータに統合されました。

Cisco IOS XE Release
3.11S

使用上のガイドライン

ATMPVCの統合ローカル管理インターフェイス（ILMI）、Quasi SignalingApplicationAdaptation
Layer（QSAAL）、または Switched Multimegabit Data Service（SMDS;スイッチドマルチメガ
ビットデータサービス）カプセル化を設定するには、pvcコマンドを使用します。

（注）

指定した PVCを 1つのプロトコル専用にするには aal5muxカプセル化オプションを使用し、
同一 PVCで 2つ以上のプロトコルを多重化するには aal5snapカプセル化オプションを使用し
ます。aal5muxまたは aal5snapのいずれのカプセル化を選択するかは、実際の検討事項（ネッ
トワークのタイプ、ネットワークの価格設定など）に応じて異なります。ネットワークの価格

設定が、設定される PVCの数に基づいている場合は、aal5snapが適切です。価格設定が送信
データの容量（バイト数）に基づいている場合は、aal5muxが適切です。これは、このオプ
ションの転送速度がわずかに低いためです。伝送 PPPoEフレームに関連する SNAPカプセル
化の帯域幅使用量を削減するには、aal5muxpppoeオプションを使用します。伝送ブリッジフ
レームに関連する SNAPカプセル化の帯域幅使用量を削減するには、aal5muxbridgeieee8023
オプションを使用します。

PPPoAのカプセル化

Cisco PPP over ATMを設定するときには、aal5ciscopppキーワードを使用して仮想テンプレー
ト番号を指定します。

Cisco PPP over ATMの設定時に仮想テンプレートを暗黙に作成することはできません。つま
り、ATM PVCの設定前に仮想テンプレートのパラメータが明示的に定義されていない場合に
は、指定された仮想テンプレートのデフォルト値を使用してPPPインターフェイスが起動され
ます。ただし、一部のパラメータ（IPアドレスなど）は、PPPインターフェイスが起動する前
に指定されている場合にのみ有効になります。したがって、このようなパラメータを有効にす

るために、ATM PVCを設定する前に仮想テンプレートを明示的に作成して設定することを推
奨します。
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ATMPVCの設定後に仮想テンプレートパラメータを指定する場合は、ATMサブインターフェ
イスで shutdownコマンドと noshutdownコマンドをこの順序で入力してください。これによ
り、新しく設定されたパラメータ（IPアドレスなど）が有効になります。

PPPoA/PPPoEの自動検知の設定

PPPoA/PPPoEの自動検知を設定するには、encapsulation aal5autoppp virtual-template
template-numberコマンドを使用します。PPPoA/PPPoEの自動検知を有効にすると、ルータが、
着信する PPPoAセッションと PPPoEセッションを区別し、要求に応じて両方の PPPタイプの
仮想アクセスを確立します。

group group-nameオプションで PPPoEプロファイルを指定しない場合は、グローバル PPPoE
プロファイルのパラメータを使用して PPPoEセッションが確立されます。PPPoEプロファイ
ルは bba-grouppppoeコマンドを使用して設定する必要があります。

このコマンドは、PPPoAセッションを開始するルータでは使用しないでください。（注）

no encapsulationaal5autopppvirtual-templateコマンドを入力すると、PPPoAセッションまたは
PPPoEセッションが終了し、仮想アクセスインターフェイスが PVCから切り離されます。

VCバンドルのカプセル化の設定

このコマンドを使用してVCバンドルを設定する前に、新しいバンドルを作成するかまたは既
存のバンドルを変更し、バンドルコンフィギュレーションモードを開始するため、bundleサ
ブインターフェイス設定コマンドを入力します。

VCバンドルでは、次の暗号化キーワードのいずれか 1つだけが設定されています：aal5snap
または aal5mux.

カプセル化の優先順位ルール

ATM PVC、SVC、または VCバンドルで encapsulationコマンドが明示的に設定されない場
合、VCは次のデフォルト設定を継承します（優先順位の順にリストされています）。

• PVC、PVCバンドル、またはSVC自体に割り当てられているVCクラスでの encapsulation
コマンドの設定。

• PVC、SVC、またはVCバンドルのATMサブインターフェイスに割り当てられているVC
クラスでの encapsulationコマンドの設定。

• PVC、SVC、または VCバンドルの ATMメインインターフェイスに割り当てられている
VCクラスでの the encapsulationコマンドの設定。

•グローバルカプセル化オプションのデフォルトは次のとおりです。 aal5snap.

VCが VCバンドルのメンバーである場合は、バンドルコンフィギュレーションは VCクラス
モードで encapsulationコマンドを使用したコンフィギュレーションよりも優先されます。

（注）
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PVC範囲のカプセル化の設定

PVC範囲または PVC範囲内の個々の PVCを設定する場合には、次のオプションを使用できま
す。

• encapsulationaal5ciscoppp

• encapsulationaal5mux

• encapsulationaal5snap

例

VCでのMUXタイプのカプセル化の例

次に、IPを使用したMUXタイプのカプセル化のために VPI 0および VCI 33を使用し
て ATM PVCを設定する例を示します。

interface atm 1/0
pvc 0/33
encapsulation aal5mux ip

SNAPカプセル化の例

次に、aal5snapカプセル化のために「bundle1」というバンドルを設定する例を示しま
す。

bundle bundle1
encapsulation aal5snap

PPP over ATM SVCの例

次に、カプセル化タイプ aal5autoを使用して「bundle1」という ATM SVCを設定する
例を示します。カプセル化タイプ aal5autoにより、SVCは PPPと、aal5snapまたは
aal5muxのいずれかのカプセル化を使用できるようになります。

interface ATM 2/0/0
svc bundle1
encapsulation aal5auto

PPPoA/PPPoEの自動検知の例

次の例では、PVC 30/33で PPPoA/PPPoEの自動検知が有効になります。PPPoAセッ
ションは仮想テンプレート 1を使用し、PPPoEセッションはグローバル PPPoEプロ
ファイルを使用します。

interface ATM 0/0/0.33 multipoint
pvc 30/33
encapsulation aal5autoppp virtual-template 1

!
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bba-group pppoe global
virtual-template 1
sessions max limit 8000
sessions per-vc limit 8
sessions per-mac limit 2

AAL2 Voice over ATMの例

次に、Voice over ATMでの AAL2カプセル化をサポートするように PVCを設定する例
を示します。

interface ATM0.2 point-to-point
pvc 2/200
vbr-rt 760 760 100
encapsulation aal2

関連コマンド DescriptionCommand

PPPoEプロファイルを作成します。bba-grouppppoe

ATM VCクラス、PVC、SVC、または VCバンドルのブロードキャストパ
ケット重複および伝送を設定します。

broadcast

VCバンドルを設定します。bundle

VCクラスを ATM PVC、SVC、または VCバンドルメンバーに割り当てま
す。

class-vc

PPPoEセッションのデバッグ情報を表示します。debugpppoe

ATM PVC、VCクラス、または VCバンドルの Inverse ARP期間を設定しま
す。

inarp

ATMPVC、SVC、VCクラス、または、VCバンドルのOAM管理に関連する
パラメータを設定します。

oamretry

ATM PVC、SVC、VCクラス、または VCバンドルのスタティックマップを
設定し、ATM PVCでの Inverse ARPまたは Inverse ARPブロードキャストを
イネーブルにします。

protocol(ATM)

ATM PVCを作成します。pvc

インターフェイスまたは ATM PVCを無効にします。shutdown
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encapsulation（レイヤ 2ローカルスイッチング）
ATMアダプテーション層（AAL）をレイヤ 2ローカルスイッチング ATM相手先固定接続
（PVC）用に設定するには、ATM PVC L2transportコンフィギュレーションモードで
encapsulationを使用します。PVCからカプセル化を削除するには、このコマンドの no形式を
使用します。

encapsulation layer-type
no encapsulation layer-type

構文の説明 アダプテーション層タイプ。値は次のとおりです。

• aal5

• aal0

• aal5snap

• aal5mux

• aal5nlpid（Cisco 12000シリーズでは使用できま
せん）

layer-type

コマンドデフォルト PVCを作成しない場合、自動的に作成されます。自動プロビジョニングされた PVCのデフォ
ルトカプセル化タイプは次のとおりです。

• ATM/ATM間ローカルスイッチングでは、PVCのデフォルトカプセル化タイプが AAL0
です。

• ATM/イーサネット間または ATM/フレームリレー間ローカルスイッチングでは、PVCの
デフォルトカプセル化タイプが AAL5 SNAPです。

コマンドモード
ATM PVC L2transport設定

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドは、レイヤ2ローカルスイッチング用に導入されました。12.0(27)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(30)Sに統合されました。12.0(30)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(11)Tに統合されました。12.4(11)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。12.2(33)SRB
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変更箇所リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されました。12.2(33)SXH

使用上のガイドライン pcvコマンドと encapsulationコマンドは連携して動作します。レイヤ 2ローカルスイッチング
でこれらのコマンドを使用する場合は、他のアプリケーションでこれらのコマンドを使用する

場合と若干異なります。これらの違いを次のリストに示します。

•レイヤ 2ローカルスイッチングでは、l2transportキーワードを pvcコマンドに追加する
必要があります。l2transportキーワードは、PVCでレイヤ2パケットを転送できるように
します。

•レイヤ 2ローカルスイッチングの encapsulationコマンドは、pvcコマンドとのみ連携し
て動作します。レイヤ 2パケットを転送するための相手先選択接続または VCバンドルは
作成できません。レイヤ 2パケットの転送には PVCしか使用できません。

下の表に、各転送タイプでサポートされているカプセル化タイプを示します。

表 1 :サポートされているカプセル化タイプ

カプセル化タイプインターワーキングタイプ

AAL0、AAL5ATMと ATMの間

AAL5SNAP、AAL5MUXIPインターワーキングを使用した ATMとイーサネット間

AAL5SNAPイーサネットインターワーキングを使用したATMとイーサネット
間

AAL5SNAP、
AAL5NLPID

ATM/フレームリレー間

例 次の例では、レイヤ 2ローカルスイッチング用の AAL0パケットを転送するように
PVCを設定する方法を示します。

pvc 1/100 l2transport
encapsulation aal0

関連コマンド 説明コマンド

（Command）

ATMPVCを作成するか、名前を割り当てます。pvc
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encapsulation atm-dxi
ATM-DataExchange Interface（DXI）カプセル化を有効にするには、インターフェイスコンフィ
ギュレーションモードで encapsulation atm-dxiを使用します。ATM-DXIを無効にするには、
このコマンドの no形式を使用します。

encapsulation atm-dxi
no encapsulation atm-dxi

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト ATM-DXIカプセル化が構成されていない場合は、HDLCがデフォルトのカプセル化です。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

例 シリアルインターフェイス 1に ATM-DXIカプセル化を設定する例を次に示します。

interface serial 1
encapsulation atm-dxi

関連コマンド DescriptionCommand

指定したVPIとVCIにプロトコルアドレスをマップします。class-int
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encapsulation priority-tagged
イーサネットサブインターフェイスで、VLAN識別子（VLAN ID）を 0に設定した優先順位
タグ付き 802.1Qイーサネットフレームの送受信を可能にするには、サブインターフェイスコ
ンフィギュレーションモードで encapsulation priority-taggedコマンドを使用します。優先順
位タギングを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

encapsulation priority-tagged [{native [{tx-tagged}]}]

構文の説明 （任意）優先順位タグ付きイーサネットサブインターフェイスをネイティブVLAN
として設定します。

native

（任意）ネイティブ VLANで優先順位タグ付きフレームを送信できるようにしま
す。

tx-tagged

コマンドデフォルト このコマンドが無効になっている場合は、優先順位タグ付き 802.1Qイーサネットフレームが
処理されません。

コマンドモード
サブインターフェイスコンフィギュレーション（config-subif）

コマンド履歴 変更箇所リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.2(3)T

使用上のガイドライン encapsulationpriority-taggedコマンドは、802.1QイーサネットフレームのVLAN識別子（VLAN
ID）を 0に設定して、フレームが 802.1Qイーサネットフレームヘッダーで設定された 802.1P
優先順位ビットに従って処理されるようにするために使用します。encapsulationpriority-tagged
nativeコマンドは、VLAN IDが 0に設定されたサブインターフェイスをネイティブ VLANと
して設定するために使用します。この場合は、タグ付きフレームとタグなしフレームの両方を

受信できますが、タグなしフレームしか送信できません。encapsulation priority-tagged native
tx-taggedコマンドは、VLAN 0ネイティブサブインターフェイスで優先順位タグ付きフレー
ムのみを送信できるようにするために使用します。

例
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface Ethernet 0/0.1
Device(config-subif)# encapsulation priority-tagged
Device(config-subif)# encapsulation priority-tagged native
Device(config-subif)# encapsulation priority-tagged native tx-tagged
Device(config-subif)# end

D～ L
22

D～ L
encapsulation priority-tagged



関連コマンド 説明コマンド

（Command）

インターフェイスを設定します。interface type number
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encapsulation untagged dot1q second-dot1q
インターフェイス上のタグなし dot1q入力イーサネットフレームを該当するサービスインス
タンスにマップする一致条件を定義するには、サービスインスタンスモードで

encapsulationuntaggeddot1qsecond-dot1qコマンドを使用します。インターフェイス上のタグな
し dot1q入力イーサネットフレームを該当するサービスインスタンスにマップするための一
致基準を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

encapsulation untagged dot1q {any|vlan-id [vlan-id [vlan-id]]} second-dot1q {any|vlan-id
[vlan-id [vlan-id]]}
no encapsulation untagged dot1q second-dot1q

構文の説明 （任意）VLAN ID（t～ 4094の範囲の整数）。VLAN IDの範囲の定義に使用する開始
VLAN IDと終了 VLAN IDを分けるには、ハイフンを入力する必要があります。各
VLAN ID範囲を区切るために、カンマを入力する必要があります。

vlan-id

1～ 4094の範囲の任意の秒タグ。any

コマンドデフォルト 一致基準は定義されていません。

コマンドモード
サービスインスタンスモード（config-if-srv）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco ASR 901シリーズの集約サービスルータに実装されまし
た。

15.1(2)SNH

使用上のガイドライン ポートごとに1つのサービスインスタンスのみタグなしカプセル化が可能です。これは、着信
フレームをサービスインスタンスに明確にマッピングできるようにするためです。ただし、タ

グなしトラフィックを照合するサービスインスタンスをホストするポートが、タグ付きフレー

ムを照合するその他のサービスインスタンスをホストすることは可能です。

サービスインスタンスごとに設定できる encapsulationコマンドは 1つだけです。

例 次に、タグなし dot1q入力イーサネットフレームをサービスインスタンスにマップす
る例を示します。

Router(config-if-srv)# encapsulation untagged dot1q 40 second-dot1q 42
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関連コマンド 説明コマンド（Command）

デフォルトサービスインスタンスをポートで設定します。encapsulationdefault

インターフェイスの 802.1Qフレーム入力を適切なサービ
スインスタンスにマップするための一致基準を定義しま

す。

encapsulationdot1q(service
instance)

インターフェイスの Q-in-Q入力フレームを適切なサービ
スインスタンスにマッピングする一致基準を定義します。

encapsulationdot1qsecond-dot1q
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framer-type
サポートする回線エミュレーションサービス（CES）マルチサービスインターチェンジ（MIX）
接続のフレーマタイプを T1または E1に設定するには、CESコンフィギュレーションモード
で framer-typeコマンドを使用します。

framer-type {t1|e1}

構文の説明 サポートするCES接続のフレーマタイプをT1に設定します。t1

サポートするCES接続のフレーマタイプをE1に設定します。e1

コマンドデフォルト T1

コマンドモード
CESの設定

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが Cisco 3660で導入されました。12.1(5)XM

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(4)Tに統合されました。12.2(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドは、Cisco 3660上に Cisco T1/E1マルチフレックス音声/WANインターフェイス
カード（VWIC）が搭載されていないCES対応ネットワークモジュール（ATMOC-3 CESネッ
トワークモジュール）でのみ必要です。その他のネットワークモジュールでは、フレーマタ

イプが自動的に設定されるため、このコマンドを使用する必要はありません。T1接続でもこ
のコマンドを使用する必要はありません。これは、t1がデフォルト引数だからです。

特定のスロットの CESコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで cesと、スロット番号とポート番号を入力します。スロット内のすべ
てのポートにインターフェイス設定が適用されるため、ポート値は常に0になることに注意し
てください。

例 次の例では、スロット 1の CESカードのフレーマタイプを E1に設定します。

Router(config)# ces 1/0
Router(config-ces)# framer-type e1
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関連コマンド 説明コマンド

（Command）

ルータポートで CESを設定し、コントローラコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

ces
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holding-time
Multiprotocol over ATMサーバ（MPS）のMPS-p7変数の保持時間値を指定するには、MPSコ
ンフィギュレーションモードで holding-timeコマンドを使用します。デフォルト値に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

holding-time 秒
no holding-time 秒

構文の説明 保持時間値を秒単位で指定します。デフォルトは1200秒です。秒

コマンドデフォルト デフォルトの保持時間は 1200秒（20分）です。

コマンドモード
MPS設定

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3(3a)WA4(5)

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。こ
のトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセッ
ト、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異な

ります。

12.2SX

例 次に、保持時間を 600秒（10分）に設定する例を示します。

holding-time 600
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idle-timeout
ATM相手先選択接続（SVC）を解除するためのアイドルタイムアウトパラメータを設定する
には、VC-classコンフィギュレーションモードまたは interface-ATM-VCコンフィギュレーショ
ンモードで idle-timeoutコマンドを使用します。タイムアウトパラメータを無効にするには、
このコマンドの no形式を使用します。

idle-timeout seconds [minimum-traffic]
no idle-timeout seconds [minimum-traffic]

構文の説明 ATM SVCの接続解除後に SVCがアイドル状態になる秒数。範囲は 0～ 2000000
です。

秒

（オプション）ATM SVCで SVC接続を維持するために必要なキロビット/秒
（kbps）単位の最小トラフィックレート。範囲は 0～ 149760です。

minimum-rate

コマンドデフォルト PVCでは、デフォルトのタイムアウト値が無限です。SVCでは、デフォルトのタイムアウト
値が 300秒です。

コマンドモード
interface-ATM-VCコンフィギュレーション（config-if-atm-range-pvc）
VC-classコンフィギュレーション（config-vc-class）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.2(15)Bに統合されました。
create-on-demand PVCに適用するため、このコマンドのサポートが拡
張されました。

12.2(15)B

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.0(1)Mに統合されました。15.0(1)M

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが Cisco ASR 1000シリーズルータに実装されました。Cisco IOS XE Release
2.5

使用上のガイドライン アイドルタイムアウト期間内に入力トラフィックレートと出力トラフィックレートの両方が

minimum-rate未満になると、SVC接続が解除されます。入力トラフィックレートと出力トラ
フィックレートは、ubr、ubr+、または vbr-nrtコマンドを使用して設定されます。
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ATM PVC上で idle-timeoutコマンドが明示的に設定されていない場合は、SVCが次のデフォ
ルト設定を継承します（優先順位の高い順に表示されています）。

• SVCに割り当てられた VCクラス内の idle-timeoutコマンドの設定。

• SVCの ATMサブインターフェイスに割り当てられた VCクラス内の idle-timeoutコマン
ドの設定。

• SVCの ATMメインインターフェイスに割り当てられた VCクラス内の idle-timeoutコマ
ンドの設定。

•グローバルデフォルト：グローバルアイドルタイムアウトのデフォルトは、 idle-timeout
コマンドを使用して設定された値です。idle-timeoutコマンドが設定されていない場合の
デフォルトアイドルタイムアウトは 300秒で、minimum-rateは 0 kbpsです。

例 次の例では、ATMSVC接続のアイドル時間を 300秒に設定します。また、トラフィッ
クレートが 5 kbps未満の場合に非アクティブと見なされるように SVC接続を設定し
ます。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# interface atm 2/0
Router(config-if)# range ran1 pvc 32/45 45/56
Router(config-if-atm-range)# idle-timeout 300 5

関連コマンド DescriptionCommand

ATM PVC自動プロビジョニングを設定して、PVCまたは PVCの範囲がオ
ンデマンドで自動的に作成されるようにします。

createon-demand

UBR QoSを選択し、ATM PVC、SVC、または VCクラスの出力ピークセル
レートを設定します。

ubr

UBR QoSを選択し、ATM PVC、SVC、または VCクラスの出力ピークセル
レートと出力最小保証セルレートを設定します。

ubr+

可変ビットレート非リアルタイム（VBR-NRT）QoSを設定し、ATMPVC、
SVC、または VCクラスの出力ピークセルレート、出力平均セルレート、
および、出力最大バーストセルサイズを指定します。

vbr-nrt
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ilmi manage
ATM相手先固定接続（PVC）上で統合ローカル管理インターフェイス（ILMI）管理を可能に
するには、該当するコマンドモードで ilmi manageコマンドを使用します。ILMI管理を無効
にするには、このコマンドの no形式を使用します。

ilmi manage
no ilmi manage

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト ILMI管理は無効になっています。

コマンドモード
interface-ATM-VCコンフィギュレーション（ATM PVCの場合）
VC-classコンフィギュレーション（仮想回線 [VC]クラスの場合）
PVC範囲コンフィギュレーション（ATM PVC範囲の場合）
PVC-in-rangeコンフィギュレーション（PVC範囲内の個別の PVCの場合）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3 T

このコマンドが、PVC範囲コンフィギュレーションモードおよび PVC-in-range
コンフィギュレーションモードで使用できるようになりました。

12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン ATM PVC上で ilmi manageコマンドが明示的に設定されていない場合は、PVCが次のデフォ
ルト設定を継承します（優先順位の高い順に表示されています）。

• PVC自体に割り当てられた VCクラス内の ilmi manageコマンドの設定。

• PVCの ATMサブインターフェイスに割り当てられた VCクラス内の ilmi manageコマン
ドの設定。

• PVCの ATMメインインターフェイスに割り当てられた VCクラス内の ilmi manageコマ
ンドの設定。

•グローバルデフォルト：ILMI管理は無効になっています。
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例 次の例では、VPI 0と VCI 60の ATM PVC上で ILMI管理を可能にします。ILMI PVC
に routerAという名前を割り当て、VPIと VCIをそれぞれ 0と 16にします。

interface atm 0/0
pvc routerA 0/16 ilmi
exit
interface atm 0/0.1 multipoint
pvc 0/60
ilmi manage
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ima active-links-minimum
ATM逆多重化（IMA）グループがサービスを継続するために動作している必要があるリンク
の最小数を設定するには、ima active-links-minimumインターフェイスコンフィギュレーショ
ンコマンドを使用します。現在の設定を削除して、その値をデフォルトに設定するには、この

コマンドの no形式を使用します。

ima active-links-minimum number
no ima active-links-minimum number

構文の説明 リンクの数（1～ 8の値）。

Cisco 7600シリーズルータでは、numberは 1～ 16の値です。

number

コマンドデフォルト リンク数：1

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが Cisco 2600および 3600シリーズルータに追加されました。12.0(5)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5)Tに統合されました。12.0(5)T

Cisco 7200および 7500シリーズルータのサポートが追加されました。12.0(5)XE

Cisco 7100シリーズルータのサポートが追加されました。12.0(7)XE1

Cisco 7100、7200、および 7500シリーズルータのサポートが Cisco IOS Release
12.1(5)Tに統合されました。

12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。この
トレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

Cisco 7600 CEoP ATM SPAのサポートが追加されました。12.2(33)SRB2

使用上のガイドライン 設定されたグループ操作に対してアクティブにする必要があるリンクの最小数は、使用されて

いるアプリケーションと必要な速度によって決まります。ATMフレームサイズとグループ内
のリンクの数は、ATMに必要なオーバーヘッドに影響します。

D～ L
33

D～ L
ima active-links-minimum



例

Cisco 2600、3600、7100、7200、および 7500シリーズルータ

次の例では、グループがサービスを継続するためには、IMAグループ 2内の 2つのリ
ンクを動作可能状態にする必要があることを指定します。

interface atm 0/ima2
ima active-links-minimum 2

Cisco 7600シリーズルータ

次の例では、グループがサービスを継続するためには、IMAグループ 0（シャーシス
ロット 2の SPA上）内の 3つのリンクを動作可能状態にする必要があることを指定す
る方法を示します。

interface atm2/1/ima0
ima active-links-minimum 3

関連コマンド DescriptionCommand

ATMIMAグループを設定します。interfaceatmima
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ima autorestart
ATM逆多重化（IMA）グループの自動再起動機能を有効にするには、インターフェイスコン
フィギュレーションモードで ima autorestartコマンドを使用します。有効になっている自動
再起動を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

ima autorestart near-end-id near-end-group-id [far-end-id far-end-group-id]
no ima autorestart near-end-id near-end-group-id [far-end-id far-end-group-id]

構文の説明 ローカル IMAグループのグループ番号。有効な値は、0～ 41で
す。

near-end-id near-end-group-id

（任意）ローカル IMAグループと同期するリモート IMAグルー
プ。有効な値は、0～ 41です。

far-end-id far-end-group-id

コマンドデフォルト 無効

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション（IMAインターフェイス）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドがCisco7600シリーズルータに追加されました。12.2(33)SRB2

使用上のガイドライン IMA自動再起動機能は、IMAグループが再起動後に同期を確立する方法を制御します。（CEoP
SPA、IMAリンク、またはルータの障害などにより）IMAグループが正常動作を停止したとき
は、IMAグループを再起動する必要があります。再起動したときに、ローカル IMAグループ
はリモートエンドにある IMAグループと同期する必要があります。

•自動再起動がディセーブルの場合（デフォルト）、IMAは再起動が発生するたびにリモー
トグループの IDを学習します。この場合、リモート IMAグループ IDが再起動で変わる
可能性があります。

•自動再起動が有効になっている場合は、ローカルグループが同期するリモート IMAグルー
プを指定できます。これにより、IMAグループが任意のグループ IDと同期しないように
することができます。

IMAグループの同期方法を指定するためにコマンドラインに IMAグループ IDを含めます。

• near-end-idのみを指定した場合は、ローカル IMAグループが同期するリモートグループ
（最初にアクティブになるリモート IMAグループ）の IDを学習します。この方法で学習
したリモートグループ IDは、SPAがリロードされるまで有効です。

• near-end-idと far-end-idの両方を指定した場合は、ローカル IMAグループがこのリモー
ト IMAグループのみと同期します。near-end IDおよび far-end IDの両方を同じ値にする必
要があります。

D～ L
35

D～ L
ima autorestart



自動再起動に関する現在の設定を確認するには、showimainterfaceコマンドを発行して、コマ
ンド出力の Auto-Restartセクションを調べます。

例 ローカルの IMAグループ 0に対して IMAの自動再起動を有効化し、そのグループが
リモートエンドの IMAグループ 5と同期するように指定する方法を次の例に示しま
す。

interface atm2/1/ima0
ima autorestart far-end-id 5

ローカルの IMAグループ 3に対して IMAの自動再起動を有効化し、そのグループが
リモートエンドの IMAグループ 3と同期するように指定する方法を次の例に示しま
す。

interface atm2/1/ima3
ima autorestart near-end-id 3 far-end-id 3

関連コマンド DescriptionCommand

過去に正常に動作を停止したことがある IMAグループを手動で再起動
します。

imarestart

設定されているすべての IMAグループまたは特定のグループに関する
情報を表示します。

showimainterfaceatm
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ima clock-mode
ATM逆多重化（IMA）グループの送信クロックモードを設定するには、インターフェイスコ
ンフィギュレーションモードで ima clock-modeコマンドを使用します。現在の設定を削除す
るには、このコマンドの no形式を使用します。

ima clock-mode {common ポート|independent}
no ima clock-mode

構文の説明 グループ内のすべてのリンクに対して、同じソースから取得した送信クロックを

設定します。

common

IMAグループにクロッキングを提供するリンク（コマンドリンクと呼ばれる）。
共通リンクが失敗すると、システムが自動的に残りのアクティブなリンクの 1つ
を選択してクロッキングを提供します。Cisco 7600シリーズルータでは、この引
数が使用されません。

ポート

IMAグループ内の少なくとも 1つのリンクの送信クロックソースを、他のリン
クによって使用されるクロックソースと異なるように設定します。

independent

コマンドデフォルト デフォルト値は commonです。ポートが指定されていない場合は、システムが自動的にアク
ティブなリンクを選択してクロッキングを提供します。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが Cisco 2600および 3600シリーズルータに追加されました。12.0(5)XK

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.0(5)Tに統合されました。12.0(5)T

このコマンドが Cisco 7200および 7500シリーズルータに実装されました。12.0(5)XE

このコマンドが Cisco 7100シリーズルータに実装されました。12.0(7)XE1

Cisco 7100、7200、および 7500シリーズルータのサポートが Cisco IOSリリー
ス 12.1(5)Tで実装されました。

12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。この
トレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

Cisco 7600シリーズルータのサポートが追加されました。12.2(33)SRB2

D～ L
37

D～ L
ima clock-mode



使用上のガイドライン このコマンドは、IMAグループ全体のクロックを制御します。グループ内のすべてのリンクで
クロックソースを共有する場合は、commonキーワードを使用します。すべてのリンクが別々
のクロックソースを使用する場合は、independentクロックソースキーワードを使用します。

commonキーワードが設定されている場合は、共通リンク用の clock sourceATMインターフェ
イスコンフィギュレーションコマンドによって、グループ内のすべてのリンクのクロッキン

グが決定されます。independentキーワードが設定されている場合は、インターフェイスごと
に clock source ATMインターフェイスコンフィギュレーションコマンドが使用され、個別に
クロッキングが決定されます。

システムは、共通リンクが失敗した際に自動的に代替リンクを選択するため、IMAグループ内
のすべてのリンクは潜在的に復元した送信クロックを提供できます。そのため、共通キーワー

ドがポート値で規定された特定のリンクと共に設定された場合でも、ATMインターフェイス
コンフィギュレーション clock sourceコマンドを使用して、IMAグループ内の各インターフェ
イスでクロックソースが正しく設定されるようにする必要があります。

例

Cisco 2600、3600、7100、7200、および 7500シリーズルータ

次の例では、IMAグループ 2内のリンクでリンク 0上の共通クロックソースが使用さ
れるように指定します。

interface atm0/ima2
ima clock-mode common 0

Cisco 7600シリーズルータ

次の例では、独立したクロックモードを使用するように IMAグループ 0（スロット 2
のサブスロット 1内の SPA上）内のリンクを設定する方法を示します。

interface atm2/1/ima0
ima clock-mode independent

関連コマンド DescriptionCommand

DS 1リンクのクロックソースを設定します。clocksource

ATM IMAグループを設定します。interfaceatmima

設定されているすべての IMAグループまたは特定のグループに関する
情報を表示します。

showimainterfaceatm
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ima differential-delay-maximum
ATM逆多重化（IMA）グループ内のアクティブなリンク間の最大遅延差を指定するには、イ
ンターフェイスコンフィギュレーションモードで ima differential-delay-maximumコマンドを
使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ima differential-delay-maximum milliseconds
no ima differential-delay-maximum milliseconds

構文の説明 遅延差をミリ秒（ms）単位で指定します。値の範囲は、使用されているカードの
タイプによって異なります。

• PA-A3-8T1IMA：25～ 250ミリ秒

• PA-A3-8E1IMA：25～ 190ミリ秒

• NM-8T1-IMA：25～ 200ミリ秒

Cisco 7600ルータでは、有効値が次のようになります（リンクタイプによる）。

• 25～ 250ミリ秒（T1）

• 25～ 190ミリ秒（E1）

milliseconds

コマンドデフォルト 25ミリ秒

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが Cisco 2600および 3600シリーズルータに追加されました。12.0(5)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5)Tに統合されました。12.0(5)T

このコマンドが Cisco 7200および 7500シリーズルータに実装されました。12.0(5)XE

このコマンドが Cisco 7100シリーズルータに実装されました。12.0(7)XE1

Cisco 7100、7200、および 7500シリーズルータのサポートが Cisco IOSリリー
ス 12.1(5)Tで実装されました。

12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。この
トレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX
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変更箇所リリース

Cisco 7600シリーズルータのサポートが追加されました。12.2(33)SRB2

使用上のガイドライン このコマンドは、グループ内で最も遅いリンクに許可される遅延量に対する制限を設定するこ

とにより、ATM層トラフィックの遅延の制御を支援します（低速リンクは、ネットワーク上
の経路が長くなったり、物理層のクロッキングの精度が落ちたりするために、他のリンクより

伝播遅延が長くなります）。高い値を設定すると、低速リンクがグループの一部として動作を

継続できますが、このように設定すると、グループ全体のリンクで遅延が長くなります。低い

値を設定すると、高い値を設定した場合よりグループ全体のトラフィックの遅延が小さくなり

ますが、システムが運用から低速リンクを除外し、総帯域幅が少なくなる可能性があります。

リンクがサービスから削除されても、それが遅延差の標準を満たすと、自動的にサービスに戻

されます。リンク遅延が指定された上限を上回っている場合は、そのリンクが削除されます。

そうでない場合は、IMA機能が、グループ内のすべてのリンクが同調され、ATM層トラフィッ
クを伝送するように、遅延差を調整します。

例

Cisco 2600、3600、7100、7200、および 7500シリーズルータ

次の例では、IMAグループ 2内のリンクの最大遅延差が 50 msになるように指定しま
す。

interface atm0/ima2
ima differential-delay-maximum 50

Cisco 7600シリーズルータ

次の例では、IMAグループ 0（シャーシスロット 2の SIPサブスロット 1内の SPA
上）内のリンクの遅延差を 50ミリ秒に設定する方法を示します。

interface atm2/1/ima0
ima differential-delay-maximum 50

関連コマンド DescriptionCommand

設定されているすべての IMAグループまたは特定のグループに関する
情報を表示します。

showimainterfaceatm
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ima frame-length
ATM逆多重化（IMA）フレーム内のセル数を指定するには、インターフェイスコンフィギュ
レーションモードで ima frame-lengthコマンドを使用します。現在の設定を削除して、デフォ
ルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ima frame-length {32|64|128|256}
no ima frame-length {32|64|128|256}

構文の説明 32セルの値を指定します。32

64セルの値を指定します。64

128セルの値を指定します。128

256セルの値を指定します。256

コマンドデフォルト デフォルト値は 1フレーム内に 128セルです。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)XE

Cisco 7100シリーズルータのサポートが追加されました。12.0(7)XE1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されました。12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。この
トレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

Cisco 7600シリーズルータのサポートが追加されました。12.2(33)SRB2

使用上のガイドライン IMAフレームには連番が振られ、それぞれの特定の位置に IMA制御プロトコル（ICP）セルが
挿入されます。このコマンドは、IMAグループ内のリンクを介して ICPセルが送信される頻度
を制御します。たとえば、フレーム長が 64の場合は、リンク上の 64セルごとに 1つずつ ICP
セルが挿入されます。

フレーム長はパフォーマンスに影響を及ぼす可能性があります。これは、特定の数のセルの通

信に必要な総フレーム数が大きいほど、ヘッダーセルとその他の制御セルのオーバーヘッドが

大きくなるためです。加えて、フレーム長が短い場合は、変換されたATMフレームリレーの
インターワーキングが発生したときにパフォーマンスが低下する可能性があります。
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例

Cisco 7100/7200シリーズルータ

次の例では、IMAグループ 2内のリンクのフレーム長が 64セルになるように指定し
ます。

interface atm 1/ima2
ima frame-length 64

Cisco 7600シリーズルータ

次の例では、スロット 2のサブスロット 1内の SPA上の IMAグループ 0内のリンク
で 256セルのフレーム長が使用されるように指定する方法を示します。

interface atm2/1/ima0
ima frame-length 256
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ima-group
ATM逆多重化（IMA）グループを定義するには、インターフェイスコンフィギュレーション
モード（Cisco 7100、7200、および 7500シリーズルータ）、コントローラコンフィギュレー
ションモード（Cisco 7600ルータ）、または設定コントローラモード（CiscoHWIC-4SHDSL）
で ima-groupコマンドを使用します。グループを削除するには、このコマンドのno形式を使用
します。

Cisco HWIC-4SHDSL
ima-group [{shutdown|minimum-links number|clock-mode}]

Cisco 7100、7200、7500、および 7600シリーズルータ
ima-group group-number
no ima-group group-number

構文の説明 IMAグループのクロックモードを設定します。clock-mode

0～ 3の IMAグループ番号を指定します。IMAグループは、ポートア
ダプタまたは共有ポートアダプタ（SPA）上の複数のポートに及ぶこと
ができますが、複数のポートアダプタまたは SPAに及ぶことはできま
せん。

Cisco 7600ルータでは、SPA上のグループ番号を一意にする必要があり
ます。グループ番号の有効な値は次のとおりです。

• 24ポートチャネライズド T1/E1 ATM CEoP SPAでは 0～ 23。

• 1ポートチャネライズド OC-3/STM-1 ATM CEoP SPAでは 0～ 41。

group-number

サービスを維持するために IMAグループ用に、稼働中に保持する必要の
ある最小リンクの数を定義します。

minimum-links
number

IMAグループ内の物理リンクをシャットダウンします。shutdown

コマンドデフォルト IMAグループは定義されていません。

コマンドモード Cisco HWIC-4SHDSL

Config controller

Config controller DSL group

Cisco 7100、7200および 7500シリーズルータ

インターフェイスコンフィギュレーション
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Cisco 7600シリーズルータ

コントローラコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが Cisco 2600および 3600シリーズルータに追加されました。12.0(5)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5)Tに統合されました。12.0(5)T

Cisco 7200および 7500シリーズルータのサポートが追加されました。12.0(5)XE

Cisco 7100シリーズルータのサポートが追加されました。12.0(7)XE1

Cisco 7100、7200、および 7500シリーズルータのサポートが追加されました。12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(11)XJに統合されました。12.4(11)XJ

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。この
トレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

Cisco 7600シリーズルータのサポートが追加されました。12.2(33)SRB2

使用上のガイドライン clock-modeキーワードを使用する際のガイドラインに関しては、ima group clock-modeコマン
ド用のコマンドリファレンスページを参照してください。

Cisco HWIC-4SHDSL

IMA DSLグループの作成、config-controller-dsl-groupモードを開始するためには、dsl-groupコ
マンドをオプションのキーワード imaと共に使用します。IMAグループのメンバーとしてリン
クを定義するために、ima groupコマンドを使用します。

Cisco 7100、7200および 7500シリーズルータ

最初に設定を実行した際、またはグループ番号を変更した際に、インターフェイスは自動的に

無効になり、新しいグループに移されてから有効になります。

例

Cisco HWIC-4SHDSL

次の例では、dsl-groupコマンドを使用して、Ciscoアクセスルータの
Cisco HWIC-4SHDSL上で、IMAグループを作成し、config-controller-dsl-groupモード
を開始します。

Router(config-controller)# dsl-group 1 pairs 0-1 ima
Router(config-controller-dsl-group)#
Sep 26 11:43:55.798: %HWIC_SHDSL-5-DSLGROUP_UPDOWN: SHDSL 0/2/0 dsl-group(1) state changed

D～ L
44

D～ L
ima-group



to down.
Sep 26 11:43:57.798: %LINK-3-UPDOWN: Interface ATM0/2/IMA1, changed state to down
Sep 26 11:43:58.798: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface ATM0/2/IMA1, changed
state to down
Router (config-controller-dsl-group)# ?
dsl-group configuration sub commands:
default Set a command to its defaults
exit Exit dsl-group sub commands
ima IMA sub commands
no Negate a command or set its defaults
shdsl Symmetric g.shdsl configuration
shutdown Shutdown this dsl-group

Router (config-controller-dsl-group)# ima ?
group IMA group configuration
link IMA link configuration

Router (config-controller-dsl-group)# ima group ?
clock-mode IMA group clock mode configuration
minimum-links Minimum number of active links for group UP
shutdown IMA group shutdown

Cisco 7100、7200および 7500シリーズルータ

次の例では、スロット 0の ATMモジュール上のインターフェイス 1を IMAグループ
2のメンバーに割り当てます。

interface atm0/1
ima-group 2

Cisco 7600シリーズルータ

次の例では、IMAグループ 0を作成して、T1インターフェイス 2/1/0、2/1/1、および
2/1/2をそのグループに追加する方法を示します。これらのインターフェイスは、シャー
シスロット 2内の SPAインターフェイスプロセッサ（SIP）のサブスロット 1で SPA
のポート 0、1、および 2に接続されている T1リンクを表します。

controller t1 2/1/0
ima-group 0
exit
controller t1 2/1/1
ima-group 0
exit
controller t1 2/1/2
ima-group 0
exit

関連コマンド DescriptionCommand

IMAグループのクロックモードを設定します。imagroupclock-mode

IMAグループ用の物理リンクを定義します。imalink

ATMインターフェイスを設定します。interfaceatm
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DescriptionCommand

ATM IMAグループを設定します。interfaceatmima

設定されているすべての IMAグループまたは特定のグループに関する
情報を表示します。

showimainterfaceatm

インターフェイスをディセーブルにします。shutdown(interface)
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ima restart
IMAグループを手動で再起動するには、再起動する IMAグループを表す IMAインターフェイ
スのインターフェイスコンフィギュレーションモードで ima restartコマンドを発行します。

ima restart

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション（IMAインターフェイス）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドがCisco7600シリーズルータに追加されました。12.2(33)SRB2

使用上のガイドライン IMAグループが正常に動作を停止した場合（リンクまたは設定エラーによって）は、問題が解
決された段階でグループを再起動する必要があります。このコマンドは、IMAグループを手動
で再起動する方法を提供します。再起動するグループを表す IMAインターフェイスでコマン
ドを発行します。

このコマンドを発行すると、IMAグループがリモートエンドとの IMAプロトコルを再確立
（同期）しようとします。

例 次の例では、スロット 2のサブスロット 1に実装された SPAでグループ 0の IMAを
再起動する方法を示します。

interface atm2/1/ima0
ima restart

関連コマンド DescriptionCommand

IMAグループが再起動後にリモートグループとどのように同期を確立するか
を指定します。

imaautorestart
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ima test
ATM逆多重化（IMA）グループ内のすべてのリンクの接続を確認するためのインターフェイ
スとテストパターンを指定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで

ima testコマンドを使用します。テストを停止するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

Cisco 2600、3600、7100、7200、および 7500シリーズルータ
ima test [link ポート] [pattern pattern-id]
no ima test [link ポート] [pattern pattern-id]

Cisco 7600シリーズルータ
ima test [link link number] [pattern パターン]
no ima test [link link number] [pattern パターン]

構文の説明 （任意）物理リンクが配置されたインターフェイスの識別子。linkポート

（任意）Cisco 7600シリーズルータでは、link numberでテストするリンクが
識別されます。show ima interfaceインターフェイスコマンドによって表示
される IMAリンク IDを指定します。有効な値は、0～ 15です。

link link number

（任意）リンクの遠端に送信されるパターンを識別する、16進数または 10
進数値として指定される 0～ 254の値。

pattern
pattern-id

コマンドデフォルト port値のデフォルトは存在しません。pattern-idのデフォルトは 106（0x6A）です。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが Cisco 2600および 3600シリーズルータに追加されました。12.0(5)XK

このコマンドが Cisco IOS 12.0(5)Tに統合されました。12.0(5)T

Cisco 7200および 7500シリーズルータのサポートが追加されました。12.0(5)XE

Cisco 7100シリーズルータのサポートが追加されました。12.0(7)XE1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されました。12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。この
トレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX
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変更箇所リリース

Cisco 7600シリーズルータのサポートが追加されました。12.2(33)SRB2

使用上のガイドライン リンクとグループの接続を確認するために、指定されたリンクからパターンが送信され、リ

モートエンドで定義されたグループに属しているすべてのリンクの受信エンドからループバッ

クされます。リンクとグループの接続を確認することにより、リモートエンドでの物理リンク

接続や設定の問題のトラブルシューティングに役立ちます。ローカルエンドがそのグループに

属しているすべてのリンク上でパターンが返されることを確認します。このテストが繰り返し

行われます。各フレーム内の IMA制御プロトコル（ICP）セルによってパターンが識別されま
す。

リンクでパターンが正しく送信または受信されていない場合は、コマンドから、問題が発生し

ているリンク番号が報告されます。

例

Cisco 2600、3600、7100、7200、および 7500シリーズルータ

次の例では、テストパターン 56を送信するようにリンク 4を設定します。

interface atm 0/ima 2
ima test link 2 pattern 56

Cisco 7600シリーズルータ

次の例では、IMAグループ 0内のリンク 4経由でテストパターン 255（0xFE）を送信
するように IMAを設定する方法を示します。

interface atm2/1/ima0
ima test link 4 pattern 0xFE

関連コマンド DescriptionCommand

設定されているすべての IMAグループまたは特定のグループに関する
情報を表示します。

showimainterfaceatm
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ima version
使用する ATM逆多重化（IMA）のバージョンを指定するには、インターフェイスコンフィ
ギュレーションモードで ima versionコマンドを発行します。デフォルト値に戻すには、コマ
ンドの no形式を使用します。

ima version {1.0|1.1}
no ima version

構文の説明 IMAバージョン1.0を選択します。1.0

IMAバージョン1.1を選択します。1.1

コマンドデフォルト デフォルトはバージョン 1.1です。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション（IMAインターフェイス）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドがCisco7600シリーズルータに追加されました。12.2(33)SRB2

使用上のガイドライン このコマンドは、操作用に設定している IMAグループを表す IMAインターフェイス上のイン
ターフェイスコンフィギュレーションモードで使用します。

例 次の例では、スロット 2の SIPサブスロット 1に実装された SPAで IMAグループ 0
の IMAバージョン 1.0を選択する方法を示します。

interface atm2/1/ima0
ima version 1.0

関連コマンド DescriptionCommand

設定されているすべての IMAグループまたは特定のグループに関する
情報を表示します。

showimainterfaceatm
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inarp
ATM相手先固定接続（PVC）、仮想回線（VC）クラス、またはVCバンドルの InverseAddress
Resolution Protocol（ARP）期間を設定するには、該当するコマンドモードで inarpコマンドを
使用します。デフォルトの InverseARP期間動作を復元するには、このコマンドのno形式を使
用します。

inarp 分
no inarp 分

構文の説明 Inverse ARP時間帯の分
数。

分

コマンドデフォルト 15分

コマンドモード
interface-ATM-VCコンフィギュレーション（ATM PVCの場合）
VC-classコンフィギュレーション（VCクラスの場合）
PVC範囲コンフィギュレーション（ATM PVC範囲の場合）
PVC-in-rangeコンフィギュレーション（PVC範囲内の個別の PVCの場合）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3 T

このコマンドは、ATM VCバンドルの Inverse ARP期間の設定をサポートするよ
うに強化されました。

12.0(3)T

このコマンドが、PVC範囲コンフィギュレーションモードおよび PVC-in-range
コンフィギュレーションモードで使用できるようになりました。

12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドは、Inverse ARPが有効になっている場合にのみ、aal5snapカプセル化に対して
サポートされます。aal5snapカプセル化の設定については encapsulationコマンドを、Inverse
ARPの有効化については protocolコマンドを参照してください。

ATM PVC上で inarpコマンドが明示的に設定されていない場合は、PVCが次のデフォルト設
定を継承します（優先順位の高い順に表示されています）。

• PVC自体に割り当てられた VCクラス内の inarpコマンドの設定。
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• PVCの ATMサブインターフェイスに割り当てられた VCクラス内の inarpコマンドの設
定。

• PVCの ATMメインインターフェイスに割り当てられた VCクラス内の inarpコマンドの
設定。

• minutes引数のグローバルデフォルトは 15分です。このデフォルトは Inverse ARPが有効
になっていることを前提とします。

継承ルールに従って、VCがVCバンドルのメンバーの場合は、VC-classコンフィギュレーショ
ンモードでの inarpコマンドを使用した設定がそのVCに適用されなくなります。バンドルコ
ンフィギュレーションが優先されます。

（注）

ATM VCバンドル管理では、Inverse ARPパラメータをバンドルレベルで有効にして、そのバ
ンドルのすべての VCメンバーに適用することしかできません。つまり、個々の VCバンドル
メンバーの bundle-vcコンフィギュレーションモードで有効にすることはできません。このコ
マンドをバンドルコンフィギュレーションモードで使用するには、最初に bundleコマンドを
入力してバンドルを作成してから、バンドルコンフィギュレーションモードを開始します。

例 次の例では、Inverse ARP期間を 10分に設定します。

inarp 10

関連コマンド DescriptionCommand

バンドルを作成するか既存のバンドルを変更して、バンドルコンフィ

ギュレーションモードに入ります。

bundle

ATM VCクラス、PVC、SVC、または VCバンドルのブロードキャスト
パケット重複および伝送を設定します。

broadcast

VCクラスを ATMメインインターフェイスまたはサブインターフェイ
スに割り当てます。

class-int

VCクラスをATMPVC、SVC、またはVCバンドルメンバーに割り当て
ます。

class-vc

ATM PVC、SVC、または、VCクラスの AALおよびカプセル化タイプ
を設定します。

encapsulationatm-dxi

エンドツーエンドF5OAMループバックセルの生成、および仮想回線バ
ンドルに適用できる仮想回線クラスの OAM管理を有効化します。

oam-bundle

ATM PVC、SVC、VCクラス、または、VCバンドルの OAM管理に関
連するパラメータを設定します。

oamretry
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DescriptionCommand

ATMPVC、SVC、VCクラス、または、VCバンドルのスタティックマッ
プを設定します。PVC上、VCバンドル上、または VCクラス内で直接
Inverse ARPを設定することにより、ATM PVCの Inverse ARPまたは
Inverse ARPブロードキャストを有効化します（IPおよび IPXプロトコ
ルのみに適用）。

protocol(ATM)
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inarp-vc
相手先固定接続（PVC）バンドルメンバーの Inverse Address Resolution Protocol（InARP）を有
効にするには、ATMVC bundle-memberコンフィギュレーションモードで inarp-vcコマンドを
使用します。PVCバンドルメンバーの InARPを無効にするには、このコマンドの no形式を
使用します。

inarp-vc
no inarp-vc

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト InARPが PVCバンドルメンバーに対して無効になります。

コマンドモード
ATM VC bundle-memberコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.4(4)T

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2(31)SB2に統合されました。12.2(31)SB2

使用上のガイドライン このコマンドは、Quality of Service（QoS）グループメソッドを使用して PVCバンドルメン
バーを選択する場合にのみ使用できます。InARPがPVCバンドルメンバーに対して有効になっ
ている場合は、InARP要求が送信されてPVCバンドルメンバーで受信されるように想定され、
InARP返信が PVCバンドルメンバーで受信されるように想定されます。

例 次の例では、QoSグループ 1と PVCバンドルメンバーを関連付け、PVCバンドルメ
ンバーに対して InARPを有効にします。

Router> enable
Password:
Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# interface atm 2/0
Router(config-subif)# bundle cisco
Router(config-if-atm-bundle)# selection-method qos-group
Router(config-if-atm-bundle)# pvc 1/32
Router(config-if-atm-member)# qos-group 1
Router(config-if-atm-member)# inarp-vc
Router(config-if-atm-member)# end

関連コマンド 説明コマンド（Command）

1つ以上の QoSグループを PVCバンドルメンバーに関連
付けます。

qos-group(ATMVCbundlemember)
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説明コマンド（Command）

PVCバンドルメンバーの選択方法を指定します。selection-method
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interface atm
ATMインターフェイスを設定して、インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始
するには、グローバルコンフィギュレーションモードで interfaceatmコマンドを使用します。

interface atm interface-number [. subinterface-number {multipoint|point-to-point}]

構文の説明 （物理）ATMインターフェイス（3/0など）を指定します。interface-number

（任意）サブインターフェイス番号を指定します。 interface-numberと
subinterface-numberを区切るにはドット（.）を使用する必要があります
（/2/0.1など）。

.
subinterface-number

（任意）サブインターフェイスを作成するインターフェイスタイプとし

てマルチポイントを指定します。

multipoint

（任意）サブインターフェイスを作成するインターフェイスタイプとし

てポイントツーポイントを指定します。

point-to-point

コマンドデフォルト ATMインターフェイスは設定されません。

コマンドモード
グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。10.0

新しいオプションのサブインターフェイスタイプが導入されまし

た。

12.1(3)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOSリリース 12.2SXに統合されました。こ
のトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハード

ウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドがCiscoASR1000シリーズルータに実装されました。Cisco IOS XEリリース
2.3

使用上のガイドライン interfaceatmコマンドを使用すれば、ATMインターフェイスの指定したタイプのサブインター
フェイスを定義することができます。ATMインターフェイスのサブインターフェイスは、初
めてこのコマンドがサブインターフェイス番号を指定して発行されたときに作成されます。
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Cisco 7600シリーズルータの場合、SIP400または SIP200のインターフェイスATMスロット、
ベイ、およびポートを指定する必要があります。

例 物理ATMインターフェイス 3/0では、次のコマンドによって、サブインターフェイス
番号が 1の ATMサブインターフェイスが作成されます。

Router# interface atm 3/0.1

スロットが 4、ベイが 3、ポートが 0の Cisco 7600シリーズルータでは、コマンドは
次のとおりです。

Router# interface atm 4/3/0

関連コマンド DescriptionCommand

ATMインターフェイスに関する情報を表示します。showinterfacesatm
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interface atm ima
ATM逆多重化（IMA）グループを設定するには、グローバルコンフィギュレーションモード
で interface atm imaコマンドを使用します。

interface atm slot| imagroup-number

構文の説明 ATM IMAネットワークモジュールのスロット位置。ルータに応じて 0～ 5の
値の範囲。

slot| /

0～ 3のグループ番号。最大 4つのグループを作成できます。グループ番号の前
にスペースを入れないでください。

group-number

コマンドデフォルト IMAグループは存在しません（個別の ATMリンクだけが存在します）。

コマンドモード
グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが Cisco 2600および 3600シリーズルータに追加されました。12.0(5)XK

このコマンドが Cisco IOS 12.0(5)Tに統合されました。12.0(5)T

Cisco 7200および 7500シリーズルータのサポートが追加されました。12.0(5)XE

Cisco 7100シリーズルータのサポートが追加されました。12.0(7)XE1

Cisco 7100、7200、および 7500シリーズルータのサポートが Cisco IOS Release
12.1(5)Tに統合されました。

12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プラッ
トフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、CiscoASR 901シリーズアグリゲーションサービスルータに実
装されました。

15.1(2)SNG

使用上のガイドライン このコマンドの発行時にグループが存在しなかった場合は、コマンドにより自動的にグループ

が作成されます。

ポートに IMA機能が設定されると、そのポートは個別のATMリンクとして動作しなくなりま
す。
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ATMリンクを ima-groupインターフェイスコマンドを使用してグループのメンバーとして指
定しても、グループは有効になりません。グループは、interfaceatm imaコマンドを使用して
作成する必要があります。

例 次の例では、スロット 1内のモジュールで IMAグループ 0を設定します。

interface atm 1/ima0
ip address 10.18.16.121 255.255.255.192

関連コマンド DescriptionCommand

IMAグループのメンバーを定義します。ima-group

ユーザが IMAインターフェイスの IMAグループ IDを設定できるよう
にします。

imagroup-id

ATMインターフェイスを設定します。interfaceatm

設定されているすべての IMAグループまたは特定のグループに関する
情報を表示します。

showimainterfaceatm

インターフェイスをディセーブルにします。shutdown(interface)
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interface cbr
ATM-CESポートアダプタで T1または E1固定ビットレートインターフェイスを指定して、
インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィギュ

レーションモードで interface cbrコマンドを使用します。

interface cbr slot/port

構文の説明 バックプレーンスロット番号。スラッシュ（/）を入力する必要があります。slot /

インターフェイスポート番号。ポー

ト

コマンドデフォルト なし

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン ATM-CESポートアダプタは、構造化（N × 64 kbps）と非構造化の両方の ATMフォーラム準
拠回線エミュレーションサービス（CES）をサポート可能な 4つのT1（1.544Mbps）ポートま
たは 4つの E1（2.048 Mbps）ポート（75 Ωまたは 120 Ω）と、OC 3（155 Mbps）シングルモー
ド中距離インターフェイスまたは T3（45 Mbps）/E3（34 Mbps）標準ベースの ATMインター
フェイスをサポートする 1つのポートを備えています。

例 次の例では、スロット 1内の ATM-CESポートアダプタの最初の T1または E1ポート
を指定します。

interface cbr 1/0

関連コマンド DescriptionCommand

詳細な CBRポート情報を表示します。showcesinterfacecbr
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DescriptionCommand

ATM-CESポートアダプタの CBRインターフェイスに関する情報を表示
します。

showinterfacecbr
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keepalive-lifetime
Multiprotocol over ATMサーバ（MPS）からのキープアライブメッセージがMultiprotocol over
ATMクライアント（MPC）によって有効と見なされる期間を指定するには、グローバルコン
フィギュレーションモードで keepalive-lifetimeコマンドを使用します。

keepalive-lifetime 秒

構文の説明 MPSのMPS-p2変数の時間（秒単位）。秒

コマンドデフォルト デフォルトは 35秒です。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.0(3)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン キープアライブライフタイム（MPS-p2）は、キープアライブ時間（MPS-p1）の値の 3倍以上
にする必要があります。MPS-p1は、キープアライブメッセージがMPSからMPCに送信され
る頻度を指定します。

例 次の例では、キープアライブライフタイムを 60秒に指定する方法を示します。

Router(config)# keepalive-lifetime 60

関連コマンド DescriptionCommand

MPSのMPS-p1変数のキープアライブ時間値を指定します。keepalive-time
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keepalive-time
MPSのMPS-p1（Multiprotocol over ATM（MPOA）サーバ-p1）変数のキープアライブ時間の値
を指定するには、MPSコンフィギュレーションモードで keepalive-timeコマンドを使用しま
す。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

keepalive-time 秒
no keepalive-time 秒

構文の説明 キープアライブ時間値を指定します（秒単位）。デフォルト値は10秒です。秒

コマンドデフォルト デフォルトのキープアライブ時間は 10秒です。

コマンドモード
MPS設定

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3(3a)WA4(5)

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。こ
のトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセッ
ト、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異な

ります。

12.2SX

例 次の例では、キープアライブ時間を 25秒に設定する方法を示します。

Router(mpoa-server-config)# keepalive-time 25
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lane auto-config-atm-address

Cisco IOSリリース 15.1Mから、Cisco IOSソフトウェアでは、lane auto-config-atm-addressコ
マンドを使用できなくなりました。

（注）

コンフィギュレーションサーバの ATMアドレスが Ciscoの自動方式によって計算されるよう
に指定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで lane
auto-config-atm-addressコマンドを使用します。過去に割り当てられた ATMアドレスを削除
するには、このコマンドの no形式を使用します。

lane [config] auto-config-atm-address
no lane [config] auto-config-atm-address

構文の説明 （任意）configキーワードを使用する場合は、このコマンドが LANエミュレーション
コンフィギュレーションサーバ（LECS）にのみ適用されます。このキーワードは、
LECSで自動計算された LECSアドレスを使用する必要があることを示します。

config

コマンドデフォルト 特定の ATMアドレスは設定されません。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドは削除されました。15.1M

使用上のガイドライン configキーワードが存在しない場合は、このコマンドにより、サブインターフェイス上のLANE
サーバと LANEクライアントが自動的に割り当てられたコンフィギュレーションサーバの
ATMアドレスを使用します。

configキーワードが存在する場合は、このコマンドにより、自動的に生成された ATMアドレ
スがインターフェイス上のコンフィギュレーションサーバ（LECS）に割り当てられます。
ATMアドレスを LANEコンフィギュレーションサーバに割り当てる複数のコマンドを同じイ
ンターフェイス上で発行することにより、複数の ATMアドレスをコンフィギュレーション
サーバに割り当てることができます。ATMアドレスを LANEコンフィギュレーションサーバ
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に割り当てるコマンドには、lane auto-config-atm-address、lane config-atm-address、および
lane fixed-config-atm-addressが含まれます。

ATMアドレスを自動的に割り当てるCisco方式の詳細については、『Cisco IOSSwitchingServices
Configuration Guide』の「Configuring LAN Emulation」の章を参照してください。

例 次の例では、LANEコンフィギュレーションサーバを network1という名前のデータ
ベースに関連付ける方法を示し、コンフィギュレーションサーバの ATMアドレスを
Cisco自動方式によって割り当てるように指定します。

Router(config)# lane database network1
Router(lane-config-dat)# name eng server-atm-address
39.020304050607080910111213.0800.AA00.1001.02
Router(lane-config-dat)# name mkt server-atm-address
39.020304050607080910111213.0800.AA00.4001.01
Router(config)# interface atm 1/0
Router(config-if)# lane config database network1
Router(config-if)# lane config auto-config-atm-address

次の例では、サブインターフェイス上の LANEサーバと LANEクライアントで自動的
に割り当てられた ATMアドレスを使用してコンフィギュレーションサーバと通信す
る方法を示します。

Router(config)# interface atm 2/0.1
Router(config-if)# ip address 172.16.0.4 255.255.255.0
Router(config-if)# lane client ethernet
Router(config-if)# lane server-bus ethernet eng
Router(config-if)# lane auto-config-atm-address

関連コマンド DescriptionCommand

コンフィギュレーションサーバのATMアドレスを明示的に指定
します。

laneconfig-atm-address

コンフィギュレーションサーバと関連付けることができる名前

付き構成データベースを作成します。

lanedatabase

ATMフォーラムによって割り当てられる、コンフィギュレーショ
ンサーバの固定ATMアドレスが使用されるように指定します。

lanefixed-config-atm-address
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lane bus-atm-address

Cisco IOSリリース 15.1Mから、Cisco IOSソフトウェアでは、lane bus-atm-addressコマンド
を使用できなくなりました。

（注）

指定されたサブインターフェイス上の Broadcast and Unknown Serverの ATMアドレスを指定す
る（つまり、自動ATMアドレス割り当てをオーバーライドする）には、インターフェイスコ
ンフィギュレーションモードで lane bus-atm-addressコマンドを使用します。指定されたサブ
インターフェイス上の Broadcast and Unknown Serverに対して過去に指定された ATMアドレス
を削除して、自動アドレス割り当てに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

lane bus-atm-address atm-address-template
no lane bus-atm-address [atm-address-template]

構文の説明 ATMアドレス、またはプレフィックスバイト、エンドシステム識別子
（ESI）バイト、または自動的に割り当てられた ATMアドレスのセレク
タバイトの任意のニブルまたはニブルのグループによってワイルドカー

ド文字が置き換えられるテンプレート。

atm-address-template

コマンドデフォルト Broadcast and Unknown Serverでは、デフォルトが自動 ATMアドレス割り当てです。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドは削除されました。15.1M

使用上のガイドライン Broadcast and Unknown Serverに適用された場合は、このコマンドによって、Broadcast and
Unknown Serverの自動 ATMアドレス割り当てがオーバーライドされます。LANEクライアン
トに適用された場合は、このコマンドによって、Broadcast and Unknown Serverの ATMアドレ
スがクライアントに付与されます。クライアントは、ブロードキャストアドレスに LAN
Emulation Address Resolution Protocol（LE ARP）要求を送信するのではなく、このアドレスを
使用します。
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選択されたインターフェイスに適用されたが、以前使用されていた別の ATMアドレスが存在
する場合は、このコマンドによって、Broadcast and Unknown Serverの ATMアドレスが置き換
えられます。

ATMアドレス

LANE ATMアドレスは、ネットワークサービスアクセスポイント（NSAP）と構文が同じで
す（ただし、ネットワークレベルアドレスではありません）。構成は次のとおりです。

• ATMフォーラムによって定義された次のフィールドを含む 13バイトのプレフィックス。

• AFI（Authority and Format Identifier）フィールド（1バイト）
• DCC（Data Country Code）または ICD（International Code Designator）フィールド（2
バイト）

• DFIフィールド（Domain Specific Partフォーマット識別子）（1バイト）
•管理主管フィールド（3バイト）
•予約フィールド（2バイト）
•ルーティングドメインフィールド（2バイト）
•エリアフィールド（2バイト）

• 6バイトの ESI

• 1バイトのセレクタフィールド

アドレステンプレート

LANE ATMアドレステンプレートには、2種類のワイルドカードを使用できます。任意の 1
文字（ニブル）に一致させる場合はアスタリスク（*）、先頭、中間、または末尾にある任意
の数の文字に一致させる場合は省略記号（...）を使用します。自動的に割り当てられた ATM
アドレスに基づいて、ワイルドカードで置き換えられる文字の値が決まります。

ワイルドカードによって置き換えられる桁数の値は、自動 ATM割り当て方式から抽出されま
す。

LANEでは、prefix templateはプレフィックスと明示的に照合しますが、ESIとセレクタフィー
ルドにはワイルドカードを使用します。ESI templateは ESIフィールドと明示的に照合します
が、プレフィックスとセレクタにはワイルドカードを使用します。

シスコによる LANEの実装では、プレフィックスはスイッチに対応し、ESIは ATMインター
フェイスに対応し、セレクタフィールドはインターフェイスの特定のサブインターフェイスに

対応します。

例 次の例では、ESIテンプレートを使用してインターフェイスに対応するATMアドレス
の一部を指定する方法を示します。ATMアドレスの残りの値は、自動割り当てから抽
出されます。

Router(config-if)# lane bus-atm-address ...0800.200C.1001.**

D～ L
67

D～ L
lane bus-atm-address



次の例では、プレフィックステンプレートを使用してスイッチに対応する ATMアド
レスの一部を指定する方法を示します。ATMアドレスの残りの値は、自動割り当てか
ら抽出されます。

Router(config-if)# lane bus-atm-address 45.000014155551212f.00.00...

関連コマンド DescriptionCommand

LANEサーバ、および ELAN IDを持つ指定されたサブインターフェイスの
Broadcast and Unknown Serverを有効化します。

laneserver-bus
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lane client

Cisco IOSリリース 15.1Mから、Cisco IOSソフトウェアでは、lane clientコマンドを使用でき
なくなりました。

（注）

指定されたサブインターフェイス上で LANエミュレーション（LANE）クライアントをアク
ティブにするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで lane clientコマンド
を使用します。サブインターフェイス上で過去にアクティブにされたLANEクライアントを削
除するには、このコマンドの no形式を使用します。

lane client ethernet [elan-name]
no lane client ethernet [elan-name]

構文の説明 このサブインターフェイスにイーサネット ELANとして接続されたエミュレート
LAN（ELAN）を識別します。

ethernet

（任意）ELANの名前。クライアントはその ELAN名をコンフィギュレーション
サーバから取得するため、この引数は省略可能です。名前の最大長は32文字です。

elan-name

コマンドデフォルト LANEクライアントがインターフェイス上で有効になっていません。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.0

tokenringキーワードが削除されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドは削除されました。15.1M

使用上のガイドライン lane clientコマンドがすでに別の ELANのサブインターフェイス上で使用されていた場合は、
クライアントがその ELANの終了手続きを開始して、新しい ELANに参加します。

elan-name値を指定しなかった場合は、クライアントがサーバに問い合わせて参加する ELAN
を特定します。ELAN名を指定した場合は、クライアントがコンフィギュレーションサーバに
問い合わせて、競合しているバインドが存在しないことを確認します。
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例 次の例では、インターフェイス上でイーサネット LANEクライアントを有効にする方
法を示します。

Router(config-if)# lane client ethernet

関連コマンド DescriptionCommand

指定したサブインターフェイスのLANEクライアントのATMアドレス
を指定します。ATMアドレスの自動割り当てはオーバーライドされま
す。

laneclient-atm-address
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lane client flush

Cisco IOSリリース 15.1Mから、Cisco IOSソフトウェアでは、lane client flushコマンドを使用
できなくなりました。

（注）

LANエミュレーションクライアント（LEC）のフラッシュメカニズムを有効にするには、グ
ローバルコンフィギュレーションモードで lane client flushコマンドを使用します。LECのフ
ラッシュメカニズムを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

lane client flush
no lane client flush

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト すべての LECがデフォルトで LANE LE_FLUSHプロセスを実行します。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.1(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドは削除されました。15.1M

使用上のガイドライン Cisco IOSリリース 12.1(3)T以降のリリースでは、lane client flushコマンドが非表示になり、
設定に表示されなくなります。

LANEDataDirect仮想接続（VCC）の確立中に初期パケットが破棄されるのを防ぐには、Cisco
のネットワーキングデバイス上で no lane client flushコマンドを設定することをお勧めしま
す。

no laneclient flushコマンドは、LANEクライアントがリモートLANEクライアントにLE_FLUSH
メッセージを送信しないようにするために使用します。この設定を使用すれば、LANEクライ
アントでリモート LANEクライアントからの LE_FLUSHメッセージを処理することもできま
す。
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Ciscoネットワーキングデバイス上で no lane client flushコマンドを設定した場合は、着信パ
ケットの順序正しい配信が保証されません。LANEDataDirect VCCの確立中に宛先で、誤った
順序のパケットが受信される可能性があります。

（注）

例 次の例では、LECのフラッシュメカニズムを無効にする方法を示します。

Router(config)# no lane client flush

関連コマンド DescriptionCommand

指定したサブインターフェイスの LANEクライアントをアクティブに
します。

laneclient

指定したサブインターフェイスのLANEクライアントのATMアドレス
を指定します。ATMアドレスの自動割り当てはオーバーライドされま
す。

laneclient-atm-address

D～ L
72

D～ L
lane client flush



lane client mpoa client name

Cisco IOSリリース 15.1Mから、Cisco IOSソフトウェアで lane client mpoa client nameコマン
ドを使用できなくなりました。

（注）

LANエミュレーションクライアント（LEC）を名前付きMultiprotocol over ATMクライアント
（MPC）にバインドするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで laneclient
mpoa client nameコマンドを使用します。LECから名前付きMPCをアンバインドするには、
このコマンドの no形式を使用します。

lane client mpoa client name mpc-name
no lane client mpoa client name mpc-name

構文の説明 特定のMPCの名
前。

mpc-name

コマンドデフォルト 名前付きMPCにバインドされている LECはありません。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3(3a)WA4(5)

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。こ
のトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセッ
ト、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異な

ります。

12.2SX

このコマンドは削除されました。15.1M

使用上のガイドライン このコマンドを入力すると、名前付きMPCが LECにバインドされます。名前付きMPCは、
このコマンドが受け入れられる前に存在している必要があります。LECを設定する前にこのコ
マンドを入力すると（実行されなくても）、警告メッセージが発行されます。

例 次の例では、サブインターフェイス上のLECをMPCにバインドする方法を示します。

Router(config-if)# lane client mpoa client name ip_mpc
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lane client mpoa server name

Cisco IOSリリース 15.1Mから、Cisco IOSソフトウェアで lane client mpoa server nameコマン
ドを使用できなくなりました。

（注）

LANエミュレーションクライアント（LEC）を名前付きMultiprotocol overATMサーバ（MPS）
にバインドするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで lane client mpoa
server nameコマンドを使用します。サーバをアンバインドするには、このコマンドの no形式
を使用します。

lane client mpoa server name mps-name
no lane client mpoa server name mps-name

構文の説明 特定のMPSの名
前。

mps-name

コマンドデフォルト LECが名前付きMPSにバインドされません。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3(3a)WA4(5)

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。こ
のトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセッ
ト、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異な

ります。

12.2SX

このコマンドは削除されました。15.1M

使用上のガイドライン このコマンドは、LECを名前付きMPSにバインドします。指定されたMPSは、このコマンド
が受け入れられる前に存在している必要があります。LECがすでに設定されている場合にこの
コマンドを入力すると（実行されていなくても）、警告メッセージが発行されます。

例 次の例では、LANEクライアントをMYMPSという名前のMPSにバインドする方法を
示します。

Router(config-if)# lane client mpoa server name MYMPS
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lane client-atm-address

Cisco IOSリリース 15.1Mから、Cisco IOSソフトウェアでは、lane client-atm-addressコマンド
を使用できなくなりました。

（注）

指定されたサブインターフェイス上の LANエミュレーション（LANE）クライアントの ATM
アドレスを指定する（つまり、自動 ATMアドレス割り当てをオーバーライドする）には、イ
ンターフェイスコンフィギュレーションモードで lane client-atm-addressコマンドを使用しま
す。指定されたサブインターフェイス上のLANEクライアントに対して過去に指定されたATM
アドレスを削除して、自動アドレス割り当てに戻すには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

lane client-atm-address atm-address-template
no lane client-atm-address [atm-address-template]

構文の説明 ATMアドレス、またはプレフィックスバイト、エンドシステム識別子
（ESI）バイト、または自動的に割り当てられた ATMアドレスのセレク
タバイトの任意のニブルまたはニブルのグループによってワイルドカー

ド文字が置き換えられるテンプレート。

atm-address-template

コマンドデフォルト 自動 ATMアドレス割り当て

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドは削除されました。15.1M

使用上のガイドライン 選択されたサブインターフェイス上で、以前に使用されていた別の ATMアドレスを使用して
このコマンドを使用すると、LANEクライアントの ATMアドレスが置き換えられます。

ATMアドレス

LANE ATMアドレスは、ネットワークサービスアクセスポイント（NSAP）と構文が同じで
す（ただし、ネットワークレベルアドレスではありません）。構成は次のとおりです。
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• ATMフォーラムによって定義された次のフィールドを含む 13バイトのプレフィックス。

• AFI（Authority and Format Identifier）フィールド（1バイト）
• DCC（Data Country Code）または ICD（International Code Designator）フィールド（2
バイト）

• DFIフィールド（Domain Specific Partフォーマット識別子）（1バイト）
•管理主管フィールド（3バイト）
•予約フィールド（2バイト）
•ルーティングドメインフィールド（2バイト）
•エリアフィールド（2バイト）

• 6バイトの ESI

• 1バイトのセレクタフィールド

アドレステンプレート

LANE ATMアドレステンプレートには、2種類のワイルドカードを使用できます。任意の 1
文字（ニブル）に一致させる場合はアスタリスク（*）、先頭、中間、または末尾にある任意
の数の文字に一致させる場合は省略記号（...）を使用します。自動的に割り当てられた ATM
アドレスに基づいて、ワイルドカードで置き換えられる文字の値が決まります。

LANEでは、prefix templateは ATMアドレスプレフィックスと明示的に照合しますが、ESIと
セレクタフィールドにはワイルドカードを使用します。ESI templateは ESIフィールドと明示
的に照合しますが、プレフィックスとセレクタにはワイルドカードを使用します。

LANEの Cisco実装では、プレフィックスはスイッチに対応し、ESIはATMインターフェイス
に対応し、セレクタフィールドはインターフェイスの特定のサブインターフェイスに対応しま

す。

ATMアドレスを自動的に割り当てるCisco方式の詳細については、『Cisco IOSSwitchingServices
Configuration Guide』の「Configuring LAN Emulation」の章を参照してください。

例 次の例では、ESIテンプレートを使用してインターフェイスに対応するATMアドレス
の一部を指定する方法を示します。ATMアドレスの残りの部分は、自動割り当てから
抽出されます。

Router(config-if)# lane client-atm-address...0800.200C.1001.**

次の例では、プレフィックステンプレートを使用してスイッチに対応する ATMアド
レスの一部を指定する方法を示します。ATMアドレスの残りの部分は、自動割り当て
から抽出されます。

Router(config-if)# lane client-atm-address 47.000014155551212f.00.00...

関連コマンド DescriptionCommand

指定したサブインターフェイスのLANEクライアントをアクティブにします。laneclient
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lane config database

Cisco IOSリリース 15.1Mから、Cisco IOSソフトウェアでは、lane config databaseコマンドを
使用できなくなりました。

（注）

名前付きコンフィギュレーションテーブル（データベース）を選択されたATMインターフェ
イス上のコンフィギュレーションサーバに関連付けるには、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードで lane config databaseコマンドを使用します。指定されたインターフェイ
ス上の名前付きデータベースとコンフィギュレーションサーバ間の関連付けを削除するには、

このコマンドの no形式を使用します。

lane config database database-name
no lane config database

構文の説明 LANエミュレーション（LANE）データベースの名前。database-name

コマンドデフォルト コンフィギュレーションサーバが定義されず、データベース名が指定されません。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドは削除されました。15.1M

使用上のガイドライン インターフェイスごとに存在できるのは1つのLANEコンフィギュレーションサーバ（LECS）
だけなので、このコマンドは、サブインターフェイスではなく、メインインターフェイスでの

み有効になります。

名前付きデータベースは、lane config databaseコマンドが使用される前に存在している必要が
あります。詳細については、lane databaseコマンドを参照してください。

同じインターフェイス上で lane config databaseコマンドを複数回使用することはできません。
指定されたインターフェイス上で新しい関連付けを作成するには、このコマンドの no形式を
使用して、既存の関連付けを削除する必要があります。
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LANEコンフィギュレーションサーバをアクティブにするには、lane config databaseコマンド
と次のコマンドのいずれかが必要です。lane fixed-config-atm-address、
laneauto-config-atm-address、または lane config-atm-address。

例 次の例では、LECSを network1という名前のデータベースに関連付け、コンフィギュ
レーションサーバの ATMアドレスを Cisco自動方式によって割り当てるように指定
する方法を示します。

Router(config)# lane database network1
Router(lane-config-dat)# name eng server-atm-address
39.020304050607080910111213.0800.AA00.1001.02
Router(lane-config-dat)# name mkt server-atm-address
39.020304050607080910111213.0800.AA00.4001.01
Router(config)# interface atm 1/0
Router(config-if)# lane config database network1
Router(config-if)# lane config auto-config-atm-address

関連コマンド DescriptionCommand

コンフィギュレーションサーバのATMアドレスがシスコの自動
メソッドによって計算されるように指定します。

laneauto-config-atm-address

コンフィギュレーションサーバのATMアドレスを明示的に指定
します。

laneconfig-atm-address

コンフィギュレーションサーバと関連付けることができる名前

付き構成データベースを作成します。

lanedatabase

ATMフォーラムによって割り当てられる、コンフィギュレーショ
ンサーバの固定ATMアドレスが使用されるように指定します。

lanefixed-config-atm-address
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lane config-atm-address

Cisco IOSリリース 15.1Mから、Cisco IOSソフトウェアでは、lane config-atm-addressコマン
ドを使用できなくなりました。

（注）

コンフィギュレーションサーバのATMアドレスを明示的に指定するには、インターフェイス
コンフィギュレーションモードで lane config-atm-addressコマンドを使用します。割り当てら
れた ATMアドレスを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

lane [config] config-atm-address atm-address-template
no lane [config] config-atm-address atm-address-template

構文の説明 （任意）configキーワードを使用した場合は、このコマンドが LANEコ
ンフィギュレーションサーバ（LECS）にのみ適用されます。このキー
ワードは、LECSが明示的に入力された 20バイトのアドレスを使用する
必要があることを示します。

config

ATMアドレス、またはプレフィックスバイト、エンドシステム識別子
（ESI）バイト、または自動的に割り当てられた ATMアドレスのセレク
タバイトの任意のニブルまたはニブルのグループによってワイルドカー

ド文字が置き換えられるテンプレート。

atm-address-template

コマンドデフォルト 特定の ATMアドレスやメソッドは設定されていません。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドは削除されました。15.1M

使用上のガイドライン configキーワードが存在しない場合は、このコマンドにより、サブインターフェイス上のLAN
エミュレーション（LANE）サーバとLANEクライアントがコンフィギュレーションサーバに
指定された ATMアドレスを使用します。
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configキーワードが存在する場合は、このコマンドにより、ATMアドレスがインターフェイ
ス上で設定されたコンフィギュレーションサーバに追加されます。LECSは複数の ATMアド
レスでリッスンできます。ATMアドレスをLECSに割り当てる複数のコマンドを同じインター
フェイス上で発行することにより、複数の ATMアドレスを LECSに割り当てることができま
す。

ATMアドレス

LANE ATMアドレスは、NSAPと構文が同じです（ただし、ネットワークレベルアドレスで
はありません）。構成は次のとおりです。

• ATMフォーラムによって定義された次のフィールドを含む 13バイトのプレフィックス。

• AFI（Authority and Format Identifier）フィールド（1バイト）
• DCC（Data Country Code）または ICD（International Code Designator）フィールド（2
バイト）

• DFIフィールド（Domain Specific Partフォーマット識別子）（1バイト）
•管理主管フィールド（3バイト）
•予約フィールド（2バイト）
•ルーティングドメインフィールド（2バイト）
•エリアフィールド（2バイト）

• 6バイトの ESI

• 1バイトのセレクタフィールド

アドレステンプレート

LANE ATMアドレステンプレートには、2種類のワイルドカードを使用できます。任意の 1
文字（ニブル）に一致させる場合はアスタリスク（*）、先頭、中間、または末尾にある任意
の数の文字に一致させる場合は省略記号（...）を使用します。自動的に割り当てられた ATM
アドレスに基づいて、ワイルドカードで置き換えられる文字の値が決まります。

LANEでは、prefix templateは ATMアドレスプレフィックスと明示的に照合しますが、ESIと
セレクタフィールドにはワイルドカードを使用します。ESI templateは ESIフィールドと明示
的に照合しますが、プレフィックスとセレクタにはワイルドカードを使用します。

LANEの Cisco実装では、プレフィックスはスイッチプレフィックスに対応し、ESIは ATM
インターフェイスのMACアドレスの機能に対応し、セレクタフィールドはインターフェイス
の特定のサブインターフェイスに対応します。

ATMアドレスを自動的に割り当てるCisco方式の詳細については、『Cisco IOSSwitchingServices
Configuration Guide』の「Configuring LAN Emulation」の章を参照してください。

例 次の例では、LANEコンフィギュレーションサーバを network1という名前のデータ
ベースに関連付け、コンフィギュレーションサーバの ATMアドレスを明示的に指定
する方法を示します。

Router(config)# lane database network1
Router(lane-config-dat)# name eng server-atm-address

D～ L
80

D～ L
lane config-atm-address



39.020304050607080910111213.0800.AA00.1001.02
Router(lane-config-dat)# name mkt server-atm-address
39.020304050607080910111213.0800.AA00.4001.01
Router(config)# interface atm 1/0
Router(config-if)# lane config database network1
Router(config-if)# lane config config-atm-address
39.020304050607080910111213.0800.AA00.3000.00

次の例では、サブインターフェイス上の LANEサーバと LANEクライアントで明示的
に指定された ATMアドレスを使用してコンフィギュレーションサーバと通信する方
法を示します。

Router(config)# interface atm 2/0.1
Router(config-if)# ip address 172.16.0.4 255.255.255.0
Router(config-if)# lane client ethernet
Router(config-if)# lane server-bus ethernet eng
Router(config-if)# lane config-atm-address 39.020304050607080910111213.0800.AA00.3000.00

関連コマンド DescriptionCommand

コンフィギュレーションサーバのATMアドレスがシスコの自動
メソッドによって計算されるように指定します。

laneauto-config-atm-address

名前付きコンフィギュレーションテーブル（データベース）を、

選択したATMインターフェイスのコンフィギュレーションサー
バに関連付けます。

laneconfigdatabase

コンフィギュレーションサーバと関連付けることができる名前

付き構成データベースを作成します。

lanedatabase

ATMフォーラムによって割り当てられる、コンフィギュレーショ
ンサーバの固定ATMアドレスが使用されるように指定します。

lanefixed-config-atm-address
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lane database

Cisco IOSリリース 15.1Mから、Cisco IOSソフトウェアでは、lane databaseコマンドを使用で
きなくなりました。

（注）

コンフィギュレーションサーバに関連付けることが可能な名前付きコンフィギュレーション

データベースを作成するには、グローバルコンフィギュレーションモードで lane databaseコ
マンドを使用します。データベースを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

lane database database-name
no lane database database-name

構文の説明 データベース名（最大32文字）。database-name

コマンドデフォルト 名前は提供されていません。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドは削除されました。15.1M

使用上のガイドライン lane databaseコマンドを使用すると、データベースコンフィギュレーションモードが開始さ
れます。そこでは、client-atm-address name, default name, mac-addressname, name restricted,
name unrestricted, name new-name,および name server-atm-addressコマンドを使用して、指定
されたデータベース内にエントリを作成することができます。エントリの作成が終了したら、

「^Z」または「exit」と入力して、グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

例 次の例では、network1という名前のデータベースを作成し、それをインターフェイス
ATM 1/0上のコンフィギュレーションサーバに関連付ける方法を示します。

Router(config)# lane database network1
Router(lane-config-dat)# name eng server-atm-address
39.020304050607080910111213.0800.AA00.1001.02
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Router(lane-config-dat)# name mkt server-atm-address
39.020304050607080910111213.0800.AA00.4001.01
Router(lane-config-dat)# default-name eng
Router(config)# interface atm 1/0
Router(config-if)# lane config database network1
Router(config-if)# lane config auto-config-atm-address

関連コマンド DescriptionCommand

LANEクライアントアドレスエントリをコンフィギュレーション
サーバの構成データベースに追加します。

client-atm-addressname

コンフィギュレーションサーバのデータベースにある ELAN名を、
明示的な ELAN名のバインディングが設定されていないクライアン
トMACアドレスおよびクライアント ATMアドレスに提供します。

default-name

名前付きコンフィギュレーションテーブル（データベース）を、選

択したATMインターフェイスのコンフィギュレーションサーバに関
連付けます。

laneconfigdatabase

CiscoトークンリングのMACレイヤアドレスを設定します。mac-address

内部アダプタに名前を付けます。name

コンフィギュレーションサーバの構成データベースにある ELAN用
の LANEサーバの ATMアドレスを指定または置き換えます。

nameserver-atm-address
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lane fixed-config-atm-address

Cisco IOSリリース 15.1Mから、Cisco IOSソフトウェアでは、lane fixed-config-atm-addressコ
マンドを使用できなくなりました。

（注）

ATMフォーラムによって割り当てられた固定のコンフィギュレーションサーバ ATMアドレ
スを使用するように指定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで lane
fixed-config-atm-addressコマンドを使用します。固定の ATMアドレスを使用しないように指
定するには、このコマンドの no形式を使用します。

lane [config] fixed-config-atm-address
no lane [config] fixed-config-atm-address

構文の説明 （任意）configキーワードを使用した場合は、このコマンドがLANEコンフィギュレー
ションサーバ（LECS）にのみ適用されます。このキーワードは、LECSで既知のATM
フォーラム LECアドレスを使用する必要があることを示します。

config

コマンドデフォルト 特定の ATMアドレスやメソッドは設定されていません。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドは削除されました。15.1M

使用上のガイドライン configキーワードが存在しない場合は、このコマンドにより、サブインターフェイス上のLAN
エミュレーション（LANE）サーバと LANEクライアントが、ILMIによって指定された ATM
アドレスではなく、そのATMアドレスを使用してコンフィギュレーションサーバを特定しま
す。

configキーワードが存在し、LECSがすでに稼働している場合は、次のシナリオに注意してく
ださい。

•既知のアドレスだけで LECSを設定した場合は、LECSが SSRPに参加せず、スタンドア
ロンマスターとして機能し、既知のLECSアドレスのみをリッスンします。このシナリオ
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は、SSRPに参加していないスタンドアロン LECSが必要で、既知のアドレスのみをリッ
スンする場合に理想的です。

•割り当てられているのが既知のアドレスのみであり、LECSに他の少なくとも 1つのアド
レスを割り当てた（追加のアドレスは lane auto-config-atm-addressコマンドまたは lane
config-atm-addressコマンドを使用して割り当てる）場合は、LECSが SSRPに参加し、通
常の SSRPルールに基づいてマスターまたはスレーブとして機能します。このシナリオ
は、LECSを SSRPに参加させ、マスター LECSに既知のアドレスをリッスンさせる場合
に最適です。

• LECSが SSRPに参加しており、複数のアドレス（既知のアドレスがその 1つ）が割り当
てられ、既知のアドレスを除くすべてのアドレスが削除されている場合は、LECSがそれ
自身をマスターとして宣言し、SSRPへの参加を完全に停止します。

• LECSが SSRPスレーブとして動作しており、既知のアドレスが設定されている場合は、
マスターにならない限り、既知のアドレスをリッスンしません。

• LECSがマスターになったときにのみ、LECSが既知のアドレスを予期するようにするに
は、LECSを既知のアドレスとその他の少なくとも 1つのアドレスで設定します。

このコマンドを configキーワードと一緒に使用し、LECSがマスターの場合は、マスターが固
定アドレスをリッスンします。LECSがマスターでないときにこのコマンドを使用すると、
LECSがマスターになってから、このアドレスをリッスンします。このコマンドを使用しなかっ
た場合は、LECSが固定アドレスをリッスンしません。

ATMアドレスを LECSに割り当てる複数のコマンドを同じインターフェイス上で発行するこ
とにより、複数のATMアドレスをLECSに割り当てることができます。ATMアドレスをLECS
に割り当てるコマンドには、lane auto-config-atm-address,lane config-atm-address、および lane
fixed-config-atm-addressが含まれます。LECSをアクティブにするには、lane config database
コマンドと ATMアドレスを LECSに割り当てる 1つ以上のコマンドが必要です。

例 次の例では、LECSを network1という名前のデータベースに関連付ける方法と、コン
フィギュレーションサーバの ATMアドレスを固定アドレスにするように指定する方
法を示します。

Router(config)# lane database network1
Router(lane-config-dat)# name eng server-atm-address
39.020304050607080910111213.0800.AA00.1001.02
Router(lane-config-dat)# name mkt server-atm-address
39.020304050607080910111213.0800.AA00.4001.01
Router(config)# interface atm 1/0
Router(config-if)# lane config database network1
Router(config-if)# lane config fixed-config-atm-address

次の例では、サブインターフェイス上の LANEサーバと LANEクライアントで固定
ATMアドレスを使用してコンフィギュレーションサーバと通信する方法を示します。

Router(config)# interface atm 2/0.1
Router(config-if)# ip address 172.16.0.4 255.255.255.0
Router(config-if)# lane client ethernet
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Router(config-if)# lane server-bus ethernet eng
Router(config-if)# lane fixed-config-atm-address

関連コマンド DescriptionCommand

コンフィギュレーションサーバの ATMアドレスがシスコの自動
メソッドによって計算されるように指定します。

laneauto-config-atm-address

コンフィギュレーションサーバの ATMアドレスを明示的に指定
します。

laneconfig-atm-address

名前付きコンフィギュレーションテーブル（データベース）を、

選択した ATMインターフェイスのコンフィギュレーションサー
バに関連付けます。

laneconfigdatabase
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lane fssrp

Cisco IOSリリース 15.1Mから、Cisco IOSソフトウェアでは、lane fssrpコマンドを使用でき
なくなりました。

（注）

LANEコンポーネント（LANEコンフィギュレーションサーバ、LANEクライアント、LANE
サーバ、BUSなど）がFast Simple Server Redundancy Protocol（FSSRP）を認識する特別なLANE
機能を有効にするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで lane fssrpコマン
ドを使用します。LANEFSSRP設定を無効にするには、このコマンドのno形式を使用します。

lane fssrp
no lane fssrp

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト FSSRPがデフォルトで有効になりません。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.0(4c)W5(10a)

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。こ
のトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセッ
ト、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異な

ります。

12.2SX

このコマンドは削除されました。15.1M

使用上のガイドライン すべての ATMインターフェイス上でこのコマンドを実行して、そのインターフェイスとサブ
インターフェイスのすべてですべての LANEコンポーネントの FSSRP機能を有効にする必要
があります。

例 次の例では、ATMインターフェイスで FSSRPを有効にする方法を示します。

Router(config-if)# lane fssrp
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関連コマンド DescriptionCommand

指定したサブインターフェイスのLANEクライアントをアクティブにします。laneclient

指定したサブインターフェイスの LANEサーバをアクティブにします。laneserver

LANEクライアントに関する追加の FSSRP情報を生成します。showlaneclient

インターフェイス上に構成されているコンフィギュレーションサーバのグロー

バル LANE情報を表示します。
showlaneconfig
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lane global-lecs-address

Cisco IOSリリース 15.1Mから、Cisco IOSソフトウェアでは、lane global-lecs-addressコマン
ドを使用できなくなりました。

（注）

暫定ローカル管理インターフェイス（ILMI）からアドレスを取得できない場合に使用するLAN
エミュレーションコンフィギュレーションサーバ（LECS）アドレスのリストを指定するに
は、インターフェイスコンフィギュレーションモードで lane global-lecs-addressコマンドを使
用します。リストからLECSアドレスを削除するには、このコマンドのno形式を使用します。

lane global-lecs-address address
no lane global-lecs-address address

構文の説明 LECSのアドレス。既知のLECSアドレスを使用できません。address

コマンドデフォルト アドレスは設定されていません。ルータは ILMIから LECSアドレスを取得します。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドは削除されました。15.1M

使用上のガイドライン このコマンドは、ATMスイッチが LECSアドレスの ILMIリストをサポートしていない場合
に、Simple Server Redundancyを設定するときに使用します。このコマンドは、ILMIから取得
されたかのように、LECSアドレスのリストをシミュレートします。このコマンドは、LECS
ごとに異なるアドレスで使用します。使用される順序によって優先順位が決定されます。ATM
スイッチと同じ順序でアドレスを入力する必要があります。

LANエミュレーション（LANE）エンティティを含むすべてのインターフェイスで同じアドレ
スのリストを設定する必要があります。

（注）
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スイッチが ILMIをサポートしている場合は、このコマンドによって、ルータが指定されたア
ドレスを使用して、ILMIを使用せずに LECSアドレスを取得するように強制されます。

必ず、既知の LECSアドレスが最終手段の LECSアドレスとして使用されるため、このコマン
ドではアドレスを使用できません。
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lane le-arp

Cisco IOSリリース 15.1Mから、Cisco IOSソフトウェアでは、lane le-arpコマンドを使用でき
なくなりました。

（注）

指定されたサブインターフェイス上で設定されたLANEクライアントのLANEmulationAddress
Resolution Protocol（LE ARP）テーブルに静的エントリを追加するには、インターフェイスコ
ンフィギュレーションモードで lane le-arpコマンドを使用します。指定されたサブインター
フェイス上の LANEクライアントの LEARPテーブルから静的エントリを削除するには、この
コマンドの no形式を使用します。

lane le-arp {mac-address|route-desc segment segment-number bridge bridge-number} atm-address
no lane le-arp {mac-address|route-desc segment segment-number bridge bridge-number}
atm-address

構文の説明 指定された ATMアドレスにバインドするMACアドレス。mac-address

LANEセグメント番号。指定できるセグメント番号の範囲は
1～ 4095です。

route-descsegment
segment-number

ルート記述子に含まれているブリッジ番号。指定できるブ

リッジ番号の範囲は 1～ 15です。
bridge bridge-number

ATMアドレス。atm-address

コマンドデフォルト 静的アドレスバインドは提供されません。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドは削除されました。15.1M

使用上のガイドライン このコマンドは、MACアドレスまたはセグメント番号とブリッジ番号をATMアドレスにバイ
ンドする静的エントリバインドを追加または削除します。動的エントリの追加または削除は行
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いません。LE ARPテーブルから、指定された ATMアドレスの静的エントリを削除しても、
そのATMアドレスに設定されたData Direct VCCは解放されません。ただし、静的エントリを
クリアすると、MACアドレス/ATMアドレス間バインドから作成されたすべての高速キャッ
シュエントリがクリアされます。

静的 LE ARPエントリは、自動的に、有効期限が切れることも、削除されることもありませ
ん。

指定されたサブインターフェイス上の LANEクライアントの LEARPテーブルから動的エント
リを削除するには、clear lane le-arpコマンドを使用します。

例 次の例では、静的エントリを LE ARPテーブルに追加する方法を示します。

Router(config-if)# lane le-arp 0800.aa00.0101 47.000014155551212f.00.00.0800.200C.1001.01

次の例では、セグメント番号 1とブリッジ番号 1を ATMアドレスにバインドする LE
ARPテーブルに静的エントリを追加する方法を示します。

Router(config-if)# lane le-arp route-desc segment 1 bridge 1
39.020304050607080910111213.00000CA05B41.01

関連コマンド DescriptionCommand

LANEサーバにクライアントの破棄を強制し、LANEコンフィギュレーション
サーバにクライアントを別の ELANに割り当てるのを許可します。

clearlanele-arp
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lane server-atm-address

Cisco IOSリリース 15.1Mから、Cisco IOSソフトウェアでは、lane server-atm-addressコマン
ドを使用できなくなりました。

（注）

指定されたサブインターフェイス上の LANエミュレーション（LANE）サーバの ATMアドレ
スを指定する（つまり、自動 ATMアドレス割り当てをオーバーライドする）には、インター
フェイスコンフィギュレーションモードで lane server-atm-addressコマンドを使用します。
指定されたサブインターフェイス上の LANEサーバに対して過去に指定された ATMアドレス
を削除して、自動アドレス割り当てに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

lane server-atm-address atm-address-template
no lane server-atm-address [atm-address-template]

構文の説明 ATMアドレス、またはプレフィックスバイト、エンドシステム識別子
（ESI）バイト、または自動的に割り当てられた ATMアドレスのセレク
タバイトの任意のニブルまたはニブルのグループによってワイルドカー

ド文字が置き換えられるテンプレート。

atm-address-template

コマンドデフォルト LANEサーバでは、デフォルトが自動アドレス割り当てです。LANEクライアントは、コン
フィギュレーションサーバに問い合わせることによって LANEサーバを検出します。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドは削除されました。15.1M

使用上のガイドライン このコマンドは、このサブインターフェイス上で設定されたLANEクライアントに、コンフィ
ギュレーションサーバから提供される ATMアドレスではなく、指定された ATMアドレスを
使用して LANEサーバに到達するようにも指示します。
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選択されたサブインターフェイス上で使用されるが、過去に使用されていた別の ATMアドレ
スが存在する場合は、このコマンドによって LANEサーバの ATMアドレスが置き換えられま
す。

ATMアドレス

LANE ATMアドレスは、ネットワークサービスアクセスポイント（NSAP）と構文が同じで
す（ただし、ネットワークレベルアドレスではありません）。構成は次のとおりです。

• ATMフォーラムによって定義された次のフィールドを含む 13バイトのプレフィックス。

• AFI（Authority and Format Identifier）フィールド（1バイト）
• DCC（Data Country Code）または ICD（International Code Designator）フィールド（2
バイト）

• DFIフィールド（Domain Specific Partフォーマット識別子）（1バイト）
•管理主管フィールド（3バイト）
•予約フィールド（2バイト）
•ルーティングドメインフィールド（2バイト）
•エリアフィールド（2バイト）

• 6バイトの ESI

• 1バイトのセレクタフィールド

アドレステンプレート

LANE ATMアドレステンプレートには、2種類のワイルドカードを使用できます。任意の 1
文字（ニブル）に一致させる場合はアスタリスク（*）、先頭、中間、または末尾にある任意
の数の文字に一致させる場合は省略記号（...）を使用します。自動的に割り当てられた ATM
アドレスに基づいて、ワイルドカードで置き換えられる文字の値が決まります。

LANEでは、prefix templateはプレフィックスと明示的に照合しますが、ESIとセレクタフィー
ルドにはワイルドカードを使用します。ESI templateは ESIフィールドと明示的に照合します
が、プレフィックスとセレクタにはワイルドカードを使用します。

シスコによる LANEの実装では、プレフィックスはスイッチに対応し、ESIは ATMインター
フェイスに対応し、セレクタフィールドはインターフェイスの特定のサブインターフェイスに

対応します。

ATMアドレスを自動的に割り当てるCisco方式の詳細については、『Cisco IOSSwitchingServices
Configuration Guide』の「Configuring LAN Emulation」の章を参照してください。

例 次の例では、ESIテンプレートを使用してインターフェイスに対応するATMアドレス
の一部を指定する方法を示します。ATMアドレスの残りの部分は、自動割り当てから
抽出されます。

Router(config-if)# lane server-atm-address ...0800.200C.1001.**
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次の例では、プレフィックステンプレートを使用してスイッチに対応する ATMアド
レスの一部を指定する方法を示します。ATMアドレスの残りの部分は、自動割り当て
から抽出されます。

Router(config-if)# lane server-atm-address 45.000014155551212f.00.00...

関連コマンド DescriptionCommand

ELAN IDを持つ指定されたサブインターフェイス上で LANEサーバと BUSを
有効にします。

laneserver-bus
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lane server-bus

Cisco IOSリリース 15.1Mから、Cisco IOSソフトウェアでは、lane server-busコマンドを使用
できなくなりました。

（注）

エミュレート LAN（ELAN）IDを持つ指定されたサブインターフェイス上で LANエミュレー
ション（LANE）サーバと Broadcast and Unknown Server（BUS）を有効にするには、インター
フェイスコンフィギュレーションモードで lane server-busコマンドを使用します。指定され
たサブインターフェイス上でLANEサーバとBUSを無効にするには、このコマンドの no形式
を使用します。

lane server-bus ethernet elan-name [elan-id id]
no lane server-bus ethernet elan-name [elan-id id]

構文の説明 このサブインターフェイスにイーサネットELANとして接続されたELANを識別し
ます。

ethernet

ELANの名前。名前の最大長は 32文字です。elan-name

（オプション）ELANを識別します。elan-id

（オプション）LANエミュレーションクライアント（LEC）の ELAN IDを指定し
ます。

id

コマンドデフォルト LANタイプまたは ELAN名は指定されません。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.0

このコマンドは、elan-idキーワードをサポートするように変更されました。12.0

tokenringキーワードがこのコマンドから削除されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドは削除されました。15.1M
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使用上のガイドライン LANEサーバと BUSは同じルータ上に配置されます。

lane server-busコマンドがすでに別の ELANのサブインターフェイス上で使用されていた場合
は、サーバがすべてのクライアントを使用した終了手続きを開始して、新しいELAN用のサー
バとして起動します。

MPOAに参加するには、LECにELANIDを割り当てる必要があります。このコマンドは、LEC
が LECSフェーズをバイパスするときに LESから ELAN IDを取得できるようにします。

ELAN IDが指定されている場合は、それが同じ ELANの LECSで指定された ELAN ID値に対
応していることを確認します。

注意

LECは、name elan-idコマンドを使用することによって、LECSから ELAN IDを取得すること
もできます。

例 次の例では、MYELANという名前のイーサネットELANに対してLANEサーバとBUS
を有効にする方法を示します。

Router(config-if)# lane server-bus ethernet myelan

関連コマンド DescriptionCommand

ATMアドレスを指定します。つまり、指定されたサブインターフェイ
ス上の LANEサーバの自動 ATMアドレス割り当てをオーバーライド
します。

laneserver-atm-address

MPOAに参加する LECSデータベース内の ELANの ELAN IDを設定
します。

nameelan-id
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logging event atm pvc state
ATM相手先固定接続（PVC）の状態変更の通知を有効にするには、インターフェイスコンフィ
ギュレーションモードで logging event atm pvc stateコマンドを使用します。通知を無効にす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

logging event atm pvc state
no logging event atm pvc state

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト なし

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

コマンド履歴 変更箇所リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3

使用上のガイドライン 監視の目的で、このコマンドを使用して、ATMインターフェイスに関連付けられたすべての
PVCの状態変更をログに記録することができます。

例 次の例では、ATM PVCの状態変更の通知を有効にする方法を示します。

Router(config-if)# logging event atm pvc state

関連コマンド 説明コマンド

（Command）

ATMPVCの状態変更に関するメッセージが表示されます。debugatmstate
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loopback
パケットをテストするためにインターフェイスにループバックするには、オプションキーワー

ドを指定してまたは指定せずに、loopbackインターフェイスコンフィギュレーションコマン
ドを使用します。ループバックを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

Cisco 2600および 3600シリーズ
loopback [{line|local|payload|remote}]
no loopback [{line|local|payload|remote}]

Cisco 7100、7200、および 7500シリーズ -- T1回線用：
loopback {diagnostic|local {payload|line}|remote {iboc|esf {payload|line}}}

Cisco 7100、7200、および 7500シリーズ -- E1回線用：
loopback {diagnostic|local {payload|line}}
no loopback

構文の説明 インターフェイスを回線で外部ループバックモードに設定します。line

インターフェイスをローカルループバックモードに設定します。local

インターフェイスをペイロードレベルで外部ループバックモードに設定します。payload

接続のローカルエンドをリモートループバックモードのままにします。remote

出力送信信号を受信信号にループバックします。diagnostic

インバンドコードを遠端受信機に送信して回線ループバックに入るようにします。iboc

FDLループバックを指定します。FDLは、リンク上で設定する必要があります。esf

コマンドデフォルト インターフェイスは回線で外部ループバックモードに設定され、ループバックは無効になりま

す。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが Cisco MC3810で変更されました。11.3 MA

Cisco 2600および 3600シリーズルータのサポートが追加されました。12.0(5)XK

Cisco 2600および 3600シリーズルータのサポートが Cisco IOSリリース 12.0(5)T
に統合されました。

12.0(5)T
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変更箇所リリース

Cisco 7200および 7500シリーズルータのサポートが追加されました。12.0(5)XE

Cisco 7100シリーズルータのサポートが追加されました。12.0(7)XE1

Cisco 7100、7200、および 7500シリーズルータのサポートが Cisco IOS Release
12.1(5)Tに統合されました。

12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン 回線上のループバックテストを使用して、回線とチャネルサービスユニット/デジタルサー
ビスユニット（CSU/DSU）またはインターフェイスによって引き起こされた機器の故障を検
出して区別することができます。インターフェイスがループバックモードのときに正しいデー

タ転送ができない場合は、インターフェイスが問題の原因です。

ローカルループバックでは、パケットは自動的には生成されません。代わりに、pingコマン
ドを使用します。

例 次の例では、ローカルループバック診断をセットアップします。

interface atm 1/0
loopback local
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loopback（ATM）
ATMインタフェースをループバックモードに設定するには、インターフェイスコンフィギュ
レーションモードで loopbackコマンドを使用します。ループバックを削除するには、このコ
マンドの no形式を使用します。

loopback [{cell|line|payload}]
no loopback [{cell|line|payload}]

構文の説明 （任意）インターフェイスをセルレベルで外部ループバックに設定します。cell

（任意）インターフェイスを回線で外部ループバックに設定します。line

（任意）インターフェイスをペイロードレベルで外部ループバックに設定します。payload

コマンドデフォルト インターフェイスは、回線で外部ループバックに設定されます。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.0

次のキーワードが削除されました。

• diagnostic

• test

11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドは、ATMインターフェイスからのすべてのパケットをインターフェイスにルー
プバックするだけでなく、パケットをネットワークにも転送するため、テストの際に役立ちま

す。

loopback lineコマンドは、受信データを送信データにループバックすることによって PA A3
ポートアダプタが動作していることを確認するために使用します。

例 次の例では、すべてのパケットを ATMインターフェイスにループバックします。

interface atm 4/0
loopback
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関連コマンド DescriptionCommand

CBRインターフェイスのループバックを有効化します。cesdsx1loopback
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